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曲
水
宴
考
証

は
じ
め
に

現
在
で
も
城
南
宮
な
ど
で
行
わ
れ
る
曲
水
宴
は
、
平
安
貴
族
の
行
事

を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

曲
水
宴
は
、
周
知
の
よ
う
に
中
国
に
由
来
し
、
現
在
で
は
和
歌
会
が
主

と
な

っ
て
い
る
が
、
奈
良

・
平
安
朝
に
お
い
て
は
、
漢
詩
を
詠
む
の
が

通
例
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
二
月
三
日
は
節
日
で
あ
り
、
天
皇
主
催
で
行

わ
れ
る
曲
水
宴
は
、
節
会
と
し
て
の
性
質
も
持

っ
て
い
た
。
私
は
、
こ

れ
ま
で
に
平
安
前
期
の
宮
廷
詩
宴
、
殊
に

〈公
宴
〉

つ
い
て
考
察
を
加

え
て
き
た
が
、
鉢
稿
で
は
曲
水
宴
を
取
り
上
げ
る
。
宮
廷
詩
宴
と
し
て

の
曲
水
宴
で
あ
る
。

前
稿
な
ど
で
述
べ
た
よ
う
に
、
平
安
朝
の
宮
廷
詩
宴
は

〈公
宴
〉
と

〈密
宴
〉
に
区
別
さ
れ
る
。
曲
水
宴
も
こ
の
視
点
で
検
討
す
べ
き
点
が

残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
儀
式
次
第
そ
の
も
の
に
も
問
題
が
あ
る
。
但

し
、
奈
良
朝
に
つ
い
て
は
い
く

つ
か
の
専
論
も
備
わ
り
、
私
の
興
味
の

中
心
も
平
安
朝
の
宮
廷
詩
宴
に
あ
る
の
で
、
奈
良
朝
以
前
は
そ
れ
ら
に

譲
り
、
平
安
朝
に
お
け
る
曲
水
宴
の
性
質
、
儀
式
次
第
等
を
述
べ
る
。

滝
川
　
幸
司

一
、
節
会
と
し
て
の
曲
水
宴

大
同
三
年
二
月
二
十
九
日
、
平
城
天
皇
は
詔
を
下
し
た
。

平
城
天
皇
大
同
三
年
二
月
辛
巳
。
詔
し
て
日
は
く
、
朕
孝
誠
閥
く

る
有
り
、
親
に
奉
ず
る
に
従
ふ
無
し
。
橋
山
心
を
崩
し
て
、
遺
剣

を
仰
ぐ
も
己
に
遠
く
、
穀
林
恨
を
茄
き
て
、
遊
冠
を
望
む
も
何
ぞ

及
ば
ん
。
況
復
や
春
風
樹
を
動
し
、
蓼
思
を
終
天
に
結
び
、
秋
露

叢
を
霧
し
、
棘
心
を
畢
地
に
貫
く
を
や
。
夫
れ
二
月
は
、
先
皇
帝

及
び
皇
太
后
登
退
の
月
也
。
感
慕
に
在
り
て
、
最
も
堪

へ
ざ
る
に

似
た
り
。
三
日
の
節
、
宜
し
く
停
廃
に
従
ふ
べ
し
。

「
類
衆
国
史
』
巻
七
十
三
・
歳
事
四
。
二
月
三
日
）

亡
き
父
桓
武

・
母
藤
原
乙
牟
漏
を
慕
う
心
情
を
述
べ
つ
つ
、
二
月
が

そ
の
父
母
の
崩
御
の
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
月
二
日
節
の
停
止
を
命

じ
た
詔
で
あ
る
。
ヨ
一月
の
節
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
月
二
日
は

節
日
で
あ

っ
た
。
節
日
の
こ
の
日
に
行
わ
れ
た
の
が
、
所
謂
曲
水
宴
で

あ
る
。
我
が
国
の
曲
水
宴
は
、
既
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
顕
宗
天
皇
元
年
二



月
三
日
が
晴
矢
と
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
殊
に
持
統
朝
以
後
定
期
的
に

開
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
倉
林
正
次
は
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

わ
が
国
の
曲
水
宴
の
は
じ
ま
り
は
こ
の
時

（引
用
者
注
　
顕
宗
天
皇

元
年
二
月
三
日
）
に
あ
る
と
普
通
説
か
れ
る
。
…
…
し
か
し
、
他

の
宮
廷
儀
礼
の
成
立
経
緯
か
ら
考
え
て
、
顕
宗
天
皇
の
御
代
に
曲

水
宴
が
、
儀
礼
と
し
て
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
推
測
で
き

な
い
。
こ
の
外
来
の
儀
礼
の
公
儀
と
し
て
の
成
立
は
、
や
は
り
後

の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

推
古
天
皇
二
十
八
年
二
月
に
聖
徳
太
子
の
奏
上
に
よ
り
、
上
巳

の
行
事
が
行
な
わ
れ
、
大
臣
以
下
曲
水
宴
に
あ
ず
か
り
、
賦
詩
の

試
み
も
あ

っ
た
と
伝
え
る

（聖
徳
太
子
伝
暦
）。
持
統
天
皇
五
年
二

月
甲
成

公
一一日
）
に

「宴
二
公
卿
於
西
庁

己

（日
本
書
紀
）
と
あ
る

の
も
、
上
巳
関
連
の
宴
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
の
文
徳
天

皇
朝
に
は
、
類
衆
国
史
に
掲
げ
る
如
く
二
月
二
日
宴
が
考
え
ら
れ

る
の
で
、
持
統
天
皇
朝
の
こ
ろ
に
、
こ
の
行
事
の
成
立
が
み
ら
れ

る
と
す
る
の
は
、
他
の
儀
礼
と
の
関
係
か
ら
も
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
で
は
な
い
。
…
…
曲
水
宴
に
関
す
る
記
載
は
文
武
朝
か
ら

一
足

飛
び
に
聖
武
天
皇
の
神
亀
年
代
に
飛
び
、
元
明

・
元
正
両
朝
に
は

見
え
な
い
が
、
作
者

（引
用
者
注
、
山
田
三
方
、
背
奈
行
文
）
の
年

代
か
ら
推
し
て
、
こ
の
両
詩

（引
用
者
注
、
懐
風
藻
所
載
山
田
三
方
、

背
奈
行
文
の
曲
水
宴
詩
）
な
ど
あ
る
い
は
、
養
老
年
間
頃
の
三
日
宴

の
存
在
を
暗
示
す
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
聖
武
朝
に
は
度

繁
く
三
日
宴
が
催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
神
亀
年
間
の
い
つ
か
の
宴

に
お
け
る
応
詔
詩
と
み
る
方
が
妥
当

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

…
…

（聖
武
朝
の
三
日
宴
に
つ
い
て
）
こ
の
頃
に
な
る
と
そ
の
記
載

の
上
か
ら
も
宴
の
模
様
の
整

っ
た
様
子
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後

宴
の
催
し
の
見
え
な
い
の
は
、
恭
仁

・
紫
香
楽

へ
の
遷
都
問
題
な

ど
で
政
情
混
雑
し
て
い
た
た
め
に
行
な
わ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ

う

。

…
…

（淳
仁
、
称
徳
朝
の
三
日
宴
を
述
べ
）
光
仁
天
皇
朝
に
も
三

日
宴
の
例
は
多
い
。
…
…
賜
宴
が
も
た
れ
、
文
人
を
召
し
て
曲
水

の
詩
が
賦
せ
し
め
ら
れ
た
。

奈
良
朝
ま
で
の
曲
水
宴
に
つ
い
て
は
、
倉
林
論
に
特
に
異
論
は
な
い
。

聖
武
朝
辺
り
で
儀
礼
が
整
え
ら
れ
、
賦
詩
も
こ
の
頃
か
ら
通
例
に
な

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
二
月
二
日
は
節
日
で
あ
る
が
、
節
日
条
の
規
定
は
浄
御
原
令

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
賦
詩
が
そ
の
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
否
か
は
未

詳
で
あ
る
。
曲
水
宴
に
つ
い
て
は
、
流
盃
が
自
分
の
前
に
来
る
ま
で
に

詩
歌
を
作
る
行
事
と

一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
通
り
な
ら
、
曲

水
宴
に
は
必
ず
賦
詩

公
詠
歌
）
を
伴
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
理
解
に

は
疑
問
も
あ
る
。
曲
水
宴
と
は

「
環
曲
し
た
人
工
の
流
水
に
酒
盃
を
浮

か
べ
る
宴
」
で
あ

っ
て
、
基
本
的
に
は
盃

（＝
羽
腸
）
を
流
し
酒
を
飲

む
宴
で
あ
る
か
ら
、
賦
詩
を
伴
う
必
然
性
は
な
い
。
倉
林
の
指
摘
す
る

よ
う
に
、
賦
詩
が
記
さ
れ
る
の
は
聖
武
朝
辺
か
ら
な
の
で
、
こ
の
頃
か

ら
賦
詩
を
伴
う
よ
う
に
な

っ
た
と
、
ひ
と
ま
ず
は
理
解
す
る
。
な
お
、
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流
盃
と
賦
詩
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

さ
て
、
光
仁
朝
に
続
く
桓
武
朝
も
曲
水
宴
が
開
か
れ
る
。
資
料
を
摘

記
し
て
掲
げ
る
。

延
暦
３

「
五
位
己
上
に
宴
す
。
文
人
を
し
て
曲
水
を
賦
せ
し
む
」

「
続
日
本
紀
し

延
暦
４

「
嶋
院
に
御
す
。
五
位
己
上
に
宴
す
。
文
人
を
召
し
て
曲
水

を
賦
せ
し
む
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
一Ｕ

延
暦
６

「
五
己
上
に
内
裏
に
宴
す
。
文
人
を
召
し
て
曲
水
を
賦
せ
し

む
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
前
）

延
暦
９

「
節
宴
を
停
む
。
凶
服
忌
を
除
す
と
雖
も
序
未
だ
周
ら
ざ
る

を
以
て
也
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
一じ

延
暦
Ｈ

「南
園
に
幸
す
。
設
飲
。
群
臣
に
命
じ
て
詩
を
賦
せ
し
む
」

「
類
衆
国
史
』
巻
七
十
三
。
歳
事
四
。
二
月
二
日
）

延
暦
１２

「南
園
に
楔
す
。
文
人
を
し
て
詩
を
賦
せ
し
む
」
　

（同
一じ

延
暦
１３

「
南
園
に
宴
す
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
一じ

延
暦
１５

「侍
臣
に
宴
す
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（同
一じ

延
暦
１６

「侍
臣
に
宴
す
。
楽
を
奏
す
」
　
　
　

　
　

（『
日
本
後
紀
し

延
暦
１７

「
五
位
己
上
に
宴
す
。
文
人
に
命
じ
て
詩
を
賦
せ
し
む
」

「
類
衆
国
史
』
巻
七
十
三
・
歳
時
四
。
三
月
二
日
）

延
暦
２３

「次
侍
従
以
上
に
宴
す
。
文
人
に
命
じ
て
詩
を
賦
せ
し
む
」

「
日
本
後
紀
し

以
上
が
桓
武
朝
の
曲
水
宴
で
あ
る
。
延
暦
九
年
は
停
止
で
あ
る
が
、

か
な
り
の
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
る
。
延
暦
十
三
年
以
後
、
詩
宴
か
否
か

不
明
な
例
が
増
え
る
が
、
平
安
遷
都
直
後
と
い
う
事
情
を
考
え
る
べ
き

な
の
で
あ
ろ
う
。
桓
武
朝
で
は
ほ
ぼ
例
年
開
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
。な
お
、
『
凌
雲
集
』
に
載
る
以
下
の
例
も
、
作
者
の
時
期
及
び
平
城

朝
の
曲
水
宴
廃
絶
に
よ
っ
て
、
桓
武
朝
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

３６
二
月
二
日
侍
宴
応
詔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
陽
豊
年

３７
～
３９
二
月
二
日
侍
宴
応
詔
三
首
　
　
　
　
　
賀
陽
豊
年

７９
二
月
二
日
侍
宴
神
泉
苑
、
応
詔
　
　
　
　
　
一昌
丘
弟
越

と
こ
ろ
で
、
宮
廷
詩
宴
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
桓
武
朝
は
曲
水

宴
に
偏

っ
た
時
代
で
も
あ

っ
た
。
上
記
曲
水
宴
以
外
の
詩
宴
は
、
桓
武

朝
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
曲
水
宴
だ
け
が
突
出
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
桓
武
が
詩
作
に
対
し
て
あ
ま
り
興
趣
を
抱
い

て
い
な
い
証
左
で
も
あ
る
。
曲
水
宴
は
節
会
で
あ

っ
て
、
政
事
の

一
環

と
し
て
格
別
な
理
由
が
な
い
限
り
開
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
事
だ

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
曲
水
の
節
会
も
、
前
掲
大
同
三
年
の
詔

に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
、
再
興
さ
れ
る
曲
水
宴
―
宇
多
朝
に
お
け
る
―

二
月
二
日
節
は
平
城
朝
大
同
三
年
に
停
止
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
宇

多
朝
寛
平
二
年
に
至

っ
て
曲
水
宴
が
開
か
れ
る
。
問
題
は
、
こ
れ
が
平

城
朝
に
廃
絶
さ
れ
た
節
会
の
復
興
で
あ

っ
た
か
否
か
で
あ
る
。
宮
廷
詩

宴
に
は

〈公
宴
〉
〈密
宴
〉
の
二
種
類
が
存
し
、
〈公
宴
〉
は
政
事
の

一

環
と
し
て
あ
り
、
〈密
宴
〉
は
天
皇
の
私
的
意
志
に
よ

っ
て
開
か
れ
、
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文
芸
性

・
遊
戯
性
を
持

つ
。
こ
の
二
種
の
性
格
は
大
き
く
異
な
る
の
で

あ
る
。
曲
水
宴
は
節
会
で
あ

っ
た
の
だ
か
ら
、
停
止
以
前
は

〈公
宴
〉

で
あ
る
。
宇
多
朝
の
曲
水
宴
が

〈公
宴
〉
な
の
か

〈密
宴
〉
な
の
か
を

検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
中
裕
は

「
嵯
峨
天
皇
は
、
文
人
的
な
性
格
か
ら
、
特
に
年
中
行
事

に
関
心
が
深
く
、
曲
水
宴
を
は
じ
め
平
城
天
皇
が
廃
止
さ
れ
た
行
事
を

た
だ
ち
に
復
活
さ
れ
た
こ
と
は
第

一
章
に
述
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
」
と

い
う
が
、
嵯
峨
が
曲
水
宴
を
復
興
し
た
事
実
は
な
く
、
山
中
の
著
書
の

第

一
章
に
お
い
て
も
他
の
行
事
の
復
活
は
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
曲

水
宴
に
言
及
は
な
い
。
戸
川
点
は

「曲
水
宴
が
い
つ
復
活
し
た
か
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
寛
平
二
年

（八
九
〇
）
宇
多
天
皇
に
よ
り
曲
水
宴
が

催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
復
旧
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
い

う
が
、
節
会
と
し
て
の
復
旧
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
指
摘
が
な
い
。

こ
の
辺
り
に
つ
い
て
も
、
倉
林
の
論
が
も

っ
と
も
私
見
に
近
い
。

そ
の
後
、
曲
水
宴
は
長
く
復
旧
を
見
ず
、
八
十
年
余
を
隔
て
た
宇

多
天
皇
の
寛
平
二
年

（八
九
〇
）
に
い
た

っ
て
、
は
じ
め
て
史
実

と
し
て
現
わ
れ
て
く
る
。
…
…
し
か
し
、
宮
廷
年
中
行
事
と
し
て
、

節
会
的
性
格
を
も

っ
て
復
興
を
見
た
の
で
は
な
い
。
弘
仁
儀
式
制

定
に
当
た
っ
て
も
、
そ
れ
は
五
月
五
日
節
な
ど
と
同
等
の
待
遇
は

与
え
ら
れ
ず
に
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
七
日
節
や
五
月
五
日
節
な

ど
に
比
較
し
て
、
こ
の
三
日
節
が
朝
儀
と
し
て
成
立
を
見
る
上
に
、

儀
礼
的
に
そ
の
性
格
が
希
薄
で
あ

っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
宮
廷

行
事
と
し
て
復
興
を
み
て
も
、
そ
れ
は
多
分
に
曲
宴
的
な
臨
時
儀

礼
的
要
素
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

倉
林
は
、
「節
会
的
性
格
を
も

っ
て
復
興
を
見
た
の
で
は
な
い
」
と

い
う
。
弘
仁
儀
式
に
五
月
節
会
と
同
等
の
待
遇
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
再
興
さ
れ
た
曲
水
宴
の
性
格
と
し

て

「
臨
時
儀
礼
的
」
と
も
い
う
。
こ
れ
は
私
に
い
う

〈密
宴
〉
の
性
格

で
あ
る
。

倉
林
の
結
論
は
ほ
ぼ
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
別
の
側
面
か
ら
こ

の
間
の
事
情
を
探

っ
て
み
よ
う
。
そ
の
上
で
、
再
興
さ
れ
た
曲
水
宴
の
、

平
安
朝
に
お
け
る
様
相
を
辿

っ
て
い
く
。
倉
林
の
論
稿
に
も
平
安
朝
に

お
け
る
変
遷
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
不
備
も
あ
り
、
ま
た
紹
介
に
終

わ

っ
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
、
今
少
し
詳
細
に
見
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

ま
ず
問
題
の
寛
平
二
年
の
曲
水
宴
で
あ
る
。
『寛
平
御
記
』
６
年
中

行
事
抄
』
二
月
三
日
所
引
）、
『
日
本
紀
略
』
同
日
条
に
記
録
が
残
る
。

寛
平
御
記
に
云
は
く
、
二
年
三
月
二
日
。
御
燈
の
事
に
依
り
て
、

諸
司
廃
務
。
太
政
大
臣

（基
経
）
参
入
し
、
終
日
宴
飲
の
事
あ
り
。

子
の
時
詩
興
有
り
。
其
の
題
、
二
月
三
日
雅
院
に
於
て
侍
臣
に
曲

水
の
飲
を
賜
ふ
。
文
人
を
召
さ
る
。
前
讃
岐
守
菅
原
朝
臣

〈北

野
〉
、
典
薬
頭
島
田
忠
臣
等
、
殿
上
の
蔵
人
の
文
に
堪
ふ
る
者
、

其
の
中
に
相
ひ
交
る
。
　
　
　
　
　
　
６
年
中
行
事
抄
』
二
月
三
日
）

太
政
大
臣

（基
経
）
殿
上
に
於
て
飲
宴
を
命
ず
。
二
月
二
日
雅
院

に
於
て
侍
臣
に
曲
水
の
飲
を
賜
ふ
の
詩
を
賦
せ
し
む
夫
。
参
議
橘

朝
臣
広
相
序
を
作
る
。
　
　
　
（
日
本
紀
略
』
寛
平
二
年
二
月
三
日
）

こ
の
曲
水
宴
は

「雅
院
」
で
開
か
れ
て
い
る
。
雅
院
は

「東
宮
の
東
、



東
前
坊
の
区
画
」
に
あ
り
、
「東
宮
に
付
属
す
る
別
邸
的
機
能
を
も

つ

施
設
」
で
、
「東
宮
居
住
者
の
遊
宴
」
等
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
宇
多

は
、
即
位
後
仁
和
三
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
、
寛
平
三
年
二
月
十
九
日

に
清
涼
殿
に
遷
御
す
る
ま
で
東
宮
を
常
の
御
在
所
と
し
て
い
た

（以
上

『
日
本
紀
略
し
。
従

っ
て
、
付
属
施
設
と
目
さ
れ
る
雅
院
で
行
わ
れ
た
曲

水
宴
は
、
私
的
な
性
質
を
持

っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

『御
記
』
に
よ
れ
ば
、
当

日
は

「御
燈

の
事
」
に
よ

っ
て
廃
務

で

あ

っ
た
。
「
御
燈
」
と
は
、
「
原
則
と
し
て
毎
年
二
月
二
日
と
九
月
二
日

に
天
皇
が
潔
斎
し
て
燃
燈
を
献
上
」
す
る
儀
式
で
あ
る
。
『
西
宮
記
』

（恒
例
第
二
・
二
月
・
三
日
御
燈
）
に
よ
れ
ば
、

三
日
大
裏
潔
斎
な
り
。
宮
主
御
卜
を
奉
る
。
不
浄
の
由
を
申
せ
ば
、

御
燈
を
奉
ら
る
べ
か
ら
ず

〈子
日
御
卜
を
奉
ら
ず
〉
。
御
楔
常
の

如
し
。
不
浄
無
き
時
、
内
蔵
寮
御
燈
を
霊
厳
寺
に
奉
る

〈仁
和
以

往
、
円
成
寺
に
奉
る
〉
。
官
人
事
由
を
申
し
、
魚
味
を
供
す
。
三

日
官
奏
無
し
。

と
あ

っ
て
、
「大
裏

（天
皇
）
は
三
日
間
潔
斎
し
、
宮
主
の
御
卜
の
結

果
、
不
浄
の
由
が
出
れ
ば
、
御
燈
の
奉
献
は
停
止
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

御
楔
は
常
の
如
く
で
あ

っ
た
。
不
浄
な
き
時
は
、
内
蔵
寮
に
付
し
て
御

燈
を
霊
厳
寺
に
奉

っ
た
。
…
…
御
燈
の
奉
献
が
終
わ
り
、
宮
主
が
そ
の

由
を
申
し
上
げ
た
の
ち
、
天
皇
に
魚
味
が
供
せ
ら
れ
た
」
。
『
西
宮
記
』

に

「
三
日
官
奏
無
し
」
と
あ
り
、
『
御
記
』
に

「諸
司
廃
務
」
と
あ
る

よ
う
に
、
こ
の
日
は
公
事
が
行
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
寛
平
二
年
の
曲

水
宴
は
こ
の
後
に
行
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、
節
会
と

し
て
の
開
催
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
西
宮
記
』
の
儀
式
文
で
も
分
か
る
よ
う
に
天
皇
は
潔
斎
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
『
御
記
』
に
よ
れ
ば
、
太
政
大
臣
基
経
が
参
入
し
、
「
終

日
宴
飲
の
事
」
と
な

っ
て
い
る
。
潔
斎
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
宴
飲
が

行
わ
れ
る
の
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
御
燈
と
宴
飲
の
関
係
に

つ
い
て
は
明
解
を
得
て
い
な
い
。
但
し
、
『
西
宮
記
』
に
は
前
掲
文
に

続
け
て
、
「
天
暦
諒
闇
、
御
楔
無
し
。
殿
上
酒
肴
有
り
」
と
あ
る
。
こ

の
文
章
は
、
本
来
は
御
楔
と
酒
肴
が

一
連
の
行
事
と
し
て
あ

っ
た
こ
と

を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
寛
平
二
年

の

「終
日
宴
飲
の
事
」
は
、
こ
の

「
殿
上
酒
肴
」
に
当
た
る
と
解
釈
す

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
『
紀
略
』
で
は
、
基
経
が
宴
飲
を
命

じ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
後
掲
す
る
菅
原
道
真
ら
の
作
に

「応

制
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
こ
の
宴
飲
は
宇
多
の
命
に
よ
る
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『御
記
』
に
よ
れ
ば
、
「
子
の
時
詩
興
有
り
」
と
い
う
こ
と
だ
か
ら

（寅
刻
以
前
な
の
で
三
日
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
）、
夜
中
で
あ
る
。
こ
の
書

き
方
か
ら
す
る
と
、
興
が
あ

っ
て
急
遠
詩
宴
が
設
け
ら
れ
た
よ
う
に
も

読
め
る
が
、
こ
の
宴
飲
が
推
測
し
た
通
り
殿
上
の
宴
飲
で
あ

っ
た
と
す

れ
ば
、
菅
原
道
真
や
島
田
忠
臣
は
参
加
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
道
真

は
翌
年
二
月
九
日
に
式
部
少
輔
に
任
じ
ら
れ
る
ま
で
散
位
で
あ
り
、

「
予
州
秩
己
に
満
ち
、
符
を
被
ぶ
り
て
京
に
在
り
。
分
付
の
間
、
朝
士

に
接
さ
ず
」
翁
書
懐
奉
呈
諸
詩
友
」
『菅
家
文
草
』
巻
四
。
３２７
詩
題
注
）
と

あ

っ
て
、
「朝
士
」
に
会
え
な
い
と
い
う
。
従

っ
て
殿
上
の
宴
飲
に
参
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加
で
き
る
と
は
考
え
に
く
い
。
忠
臣
は
そ
の
身
分
か
ら
難
し
か
ろ
う
。

つ
ま
り
、
殿
上
の
宴
飲
に
参
加
で
き
な
い
こ
の
二
人
が
文
人
と
し
て
召

さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
も

っ
て
詩
宴
が
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「分
付
の
間
」
の
道
真

が
召
さ
れ
て
い
る
点
は
、
宇
多
の
意
志
を
も
示
し
て
い
よ
う
。
な
お
、

道
真

・
忠
臣
以
外
の
文
人
は
、
殿
上
の
蔵
人
及
び
参
議
広
相
で
あ
り
、

殿
上
の
宴
飲
に
参
加
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
殿
上
人
と
は
い
え
な
い
道
真
ら
が
文
人
と
し
て
召
さ
れ
て

い
る
点
か
ら
、
こ
の
曲
水
宴
は
、
こ
れ
以
前
に
あ
る
程
度
計
画
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「諸
司
廃
務
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
以
上
、

あ
く
ま
で
、
〈密
宴
〉
と
し
て
で
あ

っ
て
、
節
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た

の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
曲
水
宴
に
は
、
道
真
、
忠
臣
の
作
が
残
る
。

二
月
二
日
於
雅
院
賜
侍
臣
曲
水
之
飲
応
製
　
　
　
　
菅
原
道
真

榔
度
風
光
臥
海
浜
　
風
光
を
榔
度
し
海
浜
に
臥
せ
り

可
憐
今
日
遇
佳
辰
　
憐
れ
ぶ
べ
し
今
日
佳
辰
に
遇
ふ
こ
と
を

近
臨
桂
殿
廻
流
水
　
近
く
臨
む
桂
殿
廻
流
の
水

逢
想
蘭
亭
晩
景
春
　
逢
に
想
ふ
蘭
亭
晩
景
の
春

仙
蓋
追
来
花
錦
乱
　
仙
蓋
追
ひ
来
り
て
花
錦
乱
る

御
簾
巻
却
月
鈎
新
　
御
簾
巻
却
し
て
月
鈎
新
た
な
り

四
時
不
廃
歌
王
沢
　
四
時
王
沢
を
歌
ふ
こ
と
を
廃
め
じ

長
断
詩
臣
作
外
臣
　
長
く
詩
臣
の
外
臣
と
作
る
こ
と
を
断
た
ん

翁
菅
家
文
草
』
巻
四
。
３２４
）

首
聯
は
、
讃
岐
に
い
た
自
分
が
京
都

へ
戻

っ
て
き
て
、
こ
の

「佳

辰
」
に
会
う
こ
と
を
喜
ぶ
。
頷
聯
、
頸
聯
が
曲
水
宴
の
描
写
で
あ
る
。

第
二
句
の

「桂
殿
」
は
殿
舎
の
美
称
。
こ
こ
は
雅
院
を
い
う
。
「
廻
流
」

は
、
そ
の
雅
院
に
流
れ
る
御
溝
水
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
「曲
水
」
に
同

じ
。
『
初
学
記
』
Ｔ
一月
二
日
）
の
事
対
に

「曲
水
　
廻
流
」
と
見
え
る
。

羽
腸
を
浮
か
べ
て
流
す
雅
院
の
水
の
流
れ
を
詠
む
。
第
四
句
は
、
そ
の

光
景
を
見
て
、
か
の
蘭
亭
の
景
を
想
起
す
る
の
で
あ
る
。
頸
聯
で
は
、

花
の
映
る
水
面
を
波
立
た
せ
な
が
ら
流
れ
る
盃
、
御
簾
を
巻
き
上
げ
て

月
を
見
る
様
子
を
描
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

雅
院
に
川
が
流
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
庭
を
め
ぐ
る
御
溝
水
を
曲

水
に
見
立
て
て
盃
を
流
し
、
曲
水
宴
と
し
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

次
は
忠
臣
の
詩
で
あ
る
。

二
月
二
日
於
雅
院
賜
侍
臣
曲
水
之
飲
応
製
　
　
　
島
田
忠
臣

大
皇
歳
久
廃
良
辰
　
大
皇
歳
久
し
く
良
辰
を
廃
す

聖
主
初
臨
元
巳
新
　
聖
主
初
め
て
臨
み
て
元
巳
新
た
な
り

宮
水
自
流
為
曲
洛
　
宮
水
自
ら
流
れ
て
曲
洛
と
為
る

内
臣
便
引
作
嘉
賓
　
内
臣
便
ち
引
き
て
嘉
賓
と
作
る

提
壺
鳥
舌
催
呼
酒
　
士亜
を
提
ぐ
る
鳥
舌
は
催
し
て
酒
を
呼
ぶ

帯
綬
花
心
笑
向
人
　
綬
を
帯
ぶ
る
花
心
笑
み
て
人
に
向
か
ふ

荘
隻
莫
嫌
漆
園
吏
　
荘
曳
嫌
ふ
こ
と
莫
か
れ
漆
園
の
吏
た
る
を

〈昔
荘
漑
漆
園
、
今
臣
漑
薬
園
。
故
有
比
之
〉

〈昔
荘
漆
園
に
漑
し
、
今
臣
薬
園
に
漑
す
。
故
に
之
に
比

す
る
有
り
〉
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明
時
還
侍
乏
傷
春
　
明
時
還
た
侍
ら
ん
傷
を
乏
ぶ
る
春
に

６
田
氏
家
集
』
巻
下

。
１４８
）

首
聯
に
、
廃
さ
れ
て
い
た

「良
辰
」
が
よ
う
や
く
再
興
さ
れ
た
こ
と

を
詠
む
。
節
会
が
停
止
さ
れ
た
た
め
に
曲
水
宴
が
開
か
れ
な
く
な

っ
た

こ
と
、
そ
の
曲
水
宴
が
久
し
ぶ
り
に
開
か
れ
た
こ
と
を
指
す
が
、
厳
密

に
い
え
ば
、
節
会
と
し
て
で
は
な
く

〈密
宴
〉
と
し
て
の
曲
水
宴
で
あ

る
。
第
三
句
に

「
宮
水
が
自
ら
曲
洛
と
為
る
」
と
い
う
の
は
、
雅
院
の

御
溝
水
を
曲
水
と
し
た
様
子
で
あ
る
。
道
真
の
詩
に
い
う

「
廻
流
の

水
」
に
当
た
る
。
結
句
に

「場
を
乏
ぶ
る
春
」
と
あ

っ
て
、
流
盃
を

行

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、
こ
の
曲
水
宴
は
、
二
月
二
日
の
詩
宴
と

し
て
は
復
興
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
形
式
は

〈密
宴
〉
で

あ
る
。
参
加
者
が
殿
上
人
な
ど
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
れ
を
示

し
て
い
る
。
文
人
と
し
て
、
道
真
、
忠
臣
が
召
さ
れ
て
い
る
の
で
、
何

が
し
か
前
触
れ
は
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
他
の
文
人
が
殿
上

人
で
あ
る
の
は
、
手
近
な
と
こ
ろ
か
ら
選
ん
だ
と
も
い
え
よ
鈍
。

宇
多
朝
の
曲
水
宴
の
復
興
は
、
あ
く
ま
で

〈密
宴
〉
と
し
て
の
復
興

で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
以
後
の
曲
水
宴
を
見
て
い
こ
う
。

○
寛
平
三
年
二
月
二
日

七
言
上
巳
対
雨
翫
花
応
製

一
首
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
忠
臣

暗
来
暗
去
到
清
明
　
暗
に
来
り
暗
に
去
り
清
明
に
到
る

上
巳
春
光
費
眼
精
　
上
巳
の
春
光
眼
精
を
費
す

禁
樹
花
痕
微
雨
脚
　
禁
樹
の
花
痕
雨
脚
微
か
な
り

宮
溝
水
剤
少
雷
声
　
宮
溝
の
水
剤
雷
声
少
し

臥
椀
欲
起
添
膏
液
　
臥
椀
起
き
ん
と
し
て
膏
液
を
添
ふ

寒
草
応
蘇
見
挺
生
　
寒
草
応
に
蘇
る
べ
く
挺
生
を
見
る

此
夕
更
知
皇
沢
遠
　
此
の
夕
更
に
知
る
皇
沢
の
遠
き
こ
と
を

迎
朝
定
出
薬
園
行
　
朝
を
迎

へ
な
ば
定
め
て
出
で
て
薬
園
に
行
か

ん
　
　
　
　
　
　
　
（『
田
氏
家
集
』
巻
下

・
１６５
）

上
巳
日
対
雨
翫
花
応
製
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
道
真

暮
春
尤
物
雨
中
花
　
暮
春
の
尤
物
雨
中
の
花

何
況
流
腸
酔
眼
斜
　
何
ぞ
況
ん
や
流
腸
酔
眼
に
斜
め
な
る
を
や

蜀
錦
霧
波
依
晩
岸
　
蜀
錦
波
に
霧
れ
て
晩
岸
に
依
る

呉
娃
点
汗
立
晴
沙
　
呉
娃
汗
を
点
け
て
晴
沙
に
立

つ

且
憐
有
清
香
猶
襲
　
且

つ
憐
れ
ぶ
清
香
の
猶
ほ
襲
ふ
こ
と
有
る
を

偏
愛
無
塵
色
更
加
　
偏

へ
に
愛
す
塵
無
く
し
て
色
の
更
に
加
は
る

こ
と
を

温
樹
莫
知
多
又
少
　
温
樹
知
る
こ
と
莫
じ
多
く
又
少
き
を

応
言
夢
到
上
仙
家
　
応
に
言
ふ
べ
し
夢
に
到
り
て
仙
家
に
上
る
と

Ｇ
菅
家
文
草
』
巻
五
。
３４０
）

こ
れ
ら
は
寛
平
三
年
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
に
詩
題
に

「上

巳
」
と
記
す
が
、
道
真
詩
に

「流
腸
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
月
二
日

と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
菅
家
文
草
』
巻
五

。
３３８
詩
の
自
注
に

「此

れ
自
り
以
下
三
首
、
散
位

の
初
、
昇
殿
を
聴
さ
れ
し
作
」
と
あ
り
、

「散
位
の
初
」
と
あ
る
の
で
、
寛
平
三
年
二
月
九
日
の
任
式
部
少
輔
以

前
の
作
と
な
る
。
道
真
が
散
位
に
な
っ
た
の
は
、
讃
岐
か
ら
帰
洛
し
た



寛
平
二
年
以
来

で
、
３３９
が
詩
題
に

「十
月
廿

一
日
、
禁
中
初
雪
、
応

製
」
と
あ

っ
て
寛
平
二
年
の
冬
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
曲
水
宴
詩
は
寛

平
三
年
二
月
二
日
の
制
作
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

忠
臣
詩
に
い
う

「宮
溝
」
は
、
清
涼
殿
の
御
溝
水
で
あ
ろ
う
。
前
年

の
曲
水
宴
は
東
宮
雅
院
で
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
宇
多
が
東
宮
を
常
の

御
在
所
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
宇
多
は
、
寛
平
三
年
二
月
十
九

日
に
清
涼
殿
に
遷
御
し
て
お
り
、
前
年
の
曲
水
宴
が
常
の
御
在
所
で
あ

る
東
宮
の
雅
院
で
開
か
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
じ
く
常
の
御
在

所
で
あ
る
清
涼
殿
で
こ
の
年
の
曲
水
宴
も
開
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
二
首
を
見
る
と
、
道
真
詩
に

「流
腸
」
の
措
辞
が
見
え
る
か
ら
、

「
宮
溝
」
に

「錫
」
を

「
流
」
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
そ
れ
以

外
に
曲
水
に
関
わ
る
措
辞
は
見
え
な
い
。
殊
に
忠
臣
詩
は
、
『
田
氏
家

集
注
』
（和
泉
書
院
）
に
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
典
薬
頭
と
し
て
薬
物
に

関
わ
る
語
彙
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
道
真
の
詩
に
し
て
も
、
首
聯
に

曲
水
の
光
景
を
詠
む
が
、
詩
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
詩
題
に
即
し
て
雨

に
濡
れ
た
花
を
詠
ん
で
い
る
。

○
寛
平
四
年
二
月
二
日

詩
人
に
勅
し
て
、
花
の
時
天
酔

へ
る
に
似
た
り
の
詩
を
賦
せ
し
む
。

Ｓ
日
本
紀
略
』
寛
平
三
年
三
月
三
日
）

『
日
本
紀
略
』
で
は
寛
平
三
年
と
す
る
が
、
甲
田
利
雄

の
考
証
に

従

っ
て
寛
平
四
年
と
す
る
。

こ
の
時
の
作
品
も
、
道
真

・
忠
臣
に
見
え
、
道
真
は
詩
序
も
残
し
て

い
る
。
二
月
二
日
同
賦
花
時
天
似
酔
応
製

〈井
序
〉
　
　
　
菅
原
道
真

春
の
暮
月
、
月
の
三
朝
、
天
花
に
酔
ひ
、
桃
李
盛
也
。
我
君

一
日
の
沢
、
万
機
の
余
、
曲
水
逢
か
な
り
と
雖
も
、
遺
塵
絶

え
た
り
と
雖
も
、
巴
字
を
書
き
て
地
勢
を
知
り
、
魏
文
を
思

ひ
て
以
て
風
流
を
翫
ぶ
。
蓋
し
志
の
之
く
所
な
ら
ん
。
謹
み

て
小
序
を
上
る
と
爾
云
ふ
。

三
日
春
酎
思
曲
水
　
一二
日
春
酎
に
し
て
曲
水
を
思
ふ

彼
蒼
温
克
被
花
催
　
彼
蒼
温
克
花
に
催
さ
る

煙
霞
遠
近
応
同
戸
　
煙
霞
遠
近
応
に
同
戸
な
る
べ
し

桃
李
浅
深
似
勧
盃
　
桃
李
浅
深
盃
を
勧
む
る
に
似
た
り

乗
酔
和
音
風
口
緩
　
酔
に
乗
じ
て
和
音
風
口
緩
び

鎗
憂
晩
景
月
眉
開
　
憂
を
鎗
し
て
晩
景
月
眉
開
く

帝
尭
姑
射
華
顔
少
　
帝
尭
姑
射
華
顔
少
し

不
用
紅
匂
上
面
来
　
用
ひ
ず
紅
の
匂

面
に
上
り
て
来
る
を

合
菅
家
文
草
』
巻
五
・
３４２
）

七
言
三
日
同
賦
花
時
天
似
酔
応
製

一
首
　
　
　
　
　
島
田
忠
臣

春
風
何
処
不
開
花
　
春
風
何
処
か
花
を
開
か
ざ
る

万
井
皆
紅
映
九
霞
　
万
井
皆
紅
に
し
て
九
霞
に
映
ず

歩
暦
穀
難
如
酪
酎
　
暦
を
歩
む
に
類
難
す
る
は
酪
酎
す
る
が
如
し

廻
杓
指
顧
似
婆
娑
　
杓
を
廻
ら
し
て
指
顧
す
る
は
婆
娑
に
似
た
り

星
拝
宿
酒
投
銀
檻
　
星
は
宿
酒
を
拝
し
て
銀
櫨
を
投
ぐ

雲
出
馳
顔
破
碧
紗
　
雲
は
醜
顔
を
出
し
て
碧
紗
を
破
る
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此
日
絡
香
陪
曲
水
　
此
の
日
緯
雷
曲
水
に
陪
す

来
時
疑
是
乗
浮
査
　
来
る
時
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
浮
査
に
乗
る
か
と

Ｇ
田
氏
家
集
』
巻
下

。
１７‐
）

詩
序
で
は
、
「曲
水
遥
か
な
り
と
雖
も
、
遺
塵
絶
え
た
り
と
雖
も
、

巴
字
を
書
き
て
地
勢
を
知
り
、
魏
文
を
思
ひ
て
以
て
風
流
を
翫
ぶ
」
と
、

宇
多
が
曲
水
宴
を
開
く
理
由
を
書
い
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う

「曲
水
」

は
、
曲
水
宴
そ
の
も
の
を
指
す
と
い
う
よ
り
も
、
元
来
の
曲
が
り
く

ね

っ
た
川
を
指
す
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
首
は
、
と
も
に

「曲
水
」
と
い
う
言
葉
以
外
曲
水
宴
を
思
わ

せ
る
措
辞
は
な
い
。

○
寛
平
七
年
二
月
二
日

天
皇
神
泉
苑
に
幸
す
。
臨
み
て
池
水
を
覧
、
鵬
鷺
を
し
て
遊
魚
を

喫
せ
じ
め
、
騎
射
走
馬
を
観
る
（
日
本
紀
略
』
寛
平
七
年
二
月
二
日
）

神
泉
苑
三
日
宴
同
賦
煙
花
曲
水
紅
応
製
　
　
　
　
　
菅
原
道
真

水
上
煙
花
表
裏
紅
　
水
上
煙
花
表
裏
紅
な
り

流
盃
欲
把
酔
顔
同
　
流
盃
把
ら
ん
と
し
て
酔
顔
同
じ

動
枝
動
浪
皆
応
惜
　
枝
を
動
か
し
浪
を
動
か
し
皆
応
に
惜
し
か
る

べ
し

所
以
慇
懃
恐
暮
風
　
所
以
に
慇
懃
に
暮
風
を
恐
る

「
菅
家
文
草
』
巻
五

。
３８３
）

『
日
本
紀
略
』
の
記
事
だ
け
で
は
曲
水
宴
が
開
か
れ
た
か
は
不
明
だ

が
、
『菅
家
文
草
』
の
詩
題
に

「神
泉
苑
三
日
宴
」
と
あ
り
、
「
流
盃
」

と
い
う
曲
水
宴
を
想
起
さ
せ
る
措
辞
が
あ
る
の
で
、
神
泉
苑
で
曲
水
宴

が
開
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
『
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
騎
射
走
馬
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
倉
林
は
、

三
日
宴
に
射
儀
の
催
さ
れ
た
例
は
、
時
代
は
降
る
が
、
村
上
天
皇

は
康
保
三
年

（九
二ハ
エＣ

の
曲
水
宴
の
後
、
射
場
に
出
御
、
親
王

公
卿
以
下
に
弓
射
を
試
み
さ
せ
て
い
る

（日
本
紀
略
）。
唐
に
お
い

て
九
月
九
日
と
共
に
二
月
二
日
に
大
射
を
行
な

っ
て
お
り
、
そ
う

し
た
大
陸
儀
礼
の
影
響
が
、
こ
う
し
た
事
例
の
上
に
偶
々
あ
ら
わ

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
述
べ
る
。
首
肯
し
う
る
が
、
道
真
の
詩
に
は
、
馬
、
弓
の
こ
と
は

一

切
触
れ
ら
れ
て
な
い
。
詩
題
に
三
日
宴
と
あ
る
の
で
、
曲
水
に
重
点
が

置
か
れ
た
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
鵜
飼
、
騎
射
、
走
馬
と
曲
水
宴
は
別
途

に
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

以
上
、
宇
多
朝
に
再
興
さ
れ
た
曲
水
宴
を
見
て
き
た
。
述
べ
来
た

っ

た
よ
う
に
、
節
会
と
し
て
で
は
な
く

〈密
宴
〉
と
し
て
催
さ
れ
た
も
の

で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
引
用
し
た
詩
の
題
に

「侍
宴
」
と
記
述
さ

れ
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「侍
宴
」
と
は

〈公
宴
〉
の
詩

題
に
記
さ
れ
る
表
現
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
詩
文
に

「流
腸
」
「曲
水
」

な
ど
の
措
辞
も
あ
り
、
曲
水
宴
の
要
素
で
あ
る
、
流
盃
は
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。



三
、
宇
多
朝
以
後
の
曲
水
宴

宇
多
朝
以
後
し
ば
ら
く
間
隔
が
開
き
、
村
上
朝
に
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
実
も
、
曲
水
宴
が
恒
例
で
は
な
く
宇
多
の
意
志
に
よ
っ
て
開
か

れ
た

〈密
宴
〉
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
よ
う
。

○
天
徳
三
年
二
月
二
日

内
裏
の
機
に
依
り
て
、
御
燈
停
止
。
今
日
、
曲
水
宴
。
御
製
、
水

紅
桃
色
を
映
ず
。
　
　
　
　
　
（『
日
本
紀
略
』
天
徳
三
年
二
月
二
日
）

機
に
よ

っ
て
御
燈
が
停
止
に
な
り
、
詩
宴
が
開
か
れ
る
。
こ
れ
が

〈公
宴
〉
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
停
止
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
〈密

宴
〉
で
あ
る
か
ら
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
既
に
別
稿
で
も
指
摘
し
た
よ

う
に
、
村
上
朝
も

〈密
宴
〉
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
時
代
で
あ

っ
た
。

○
応
和
元
年
二
月
二
日

御
燈
、
廃
務
。
御
遊
。
題
に
云
は
く
、
花
水
桃
源
に
落

つ
。

（
日
本
紀
略
』
応
和
元
年
二
月
二
日
）

応
和
元
年
二
月
二
日
。
釣
殿
に
御
す
。
腸
を
流
水
に
た
べ
、
侍
臣

を
し
て
飲
ま
し
む
。
公
卿

・
侍
臣
詩
を
献
ず
と
云
々
。

「
北
山
抄
』
巻
三
・
拾
遺
雑
抄
上

・
花
宴
事
）

御
燈
廃
務
の
後
、
詩
宴
が
行
わ
れ
て
い
る
。
形
と
し
て
は
宇
多
朝
寛

平
二
年
と
同
じ
で
あ
る
。
『
北
山
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「釣
殿
」
に
村
上
が

御
し
て
い
る
が
、
天
徳
四
年
の
内
裏
焼
亡
に
よ

っ
て
、
村
上
は
冷
泉
院

に
遷

っ
て
お
り
、
こ
の
釣
殿
は
冷
泉
院
の
そ
れ
で
あ
る
。
「腸
」
を
水

に
流
し
侍
臣
に
飲
ま
せ
て
い
る
。
侍
臣
の
座
は
水
辺
で
あ

っ
た
の
だ
ろ

う

。

○
応
和
二
年
二
月
二
日

侍
臣
に
命
じ
て
詩
を
献
ぜ
じ
む
。
題
に
云
は
く
、
仙
桃
岸
を
爽
み

て
開
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
紀
略
』
応
和
三
年
三
月
二
日
）

前
年
に
村
上
は
冷
泉
院
か
ら
清
涼
殿
に
還
御
し
て
お
り
、
こ
れ
は
清

涼
殿
で
開
か
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

○
康
保
三
年
二
月
二
日

康
保
三
年
二
月
二
日
御
記
に
云
は
く
、
又
椅
子
を
東
廂
に
立
て
て

着
座
。
左
兵
衛
督
源
朝
臣

（兼
明
Ｙ

朝
成
朝
臣
等
を
召
し
て
、

東
賓
子
に
候
せ
し
む
。
次
に
御
書
所
人
等
及
び
殿
上
の
文
人

・
蔵

人
所
の
文
章
生
等
を
召
す
。
仙
花
門
自
り
入
り
て
御
溝
辺
の
座
に

就
く

〈殿
上
人
の
座
溝
の
西
、
自
余
溝
の
東
〉
。
侍
臣
紙
筆
を
給

ふ
。
源
朝
臣
に
仰
せ
て
直
幹
を
召
す
。
直
幹
に
題
を
献
ぜ
じ
む
と

云
々
。
了
り
て
延
光
朝
臣
を
し
て
吾
料
の
韻
を
探
ら
し
む
。
即
ち

庭
中
の
文
台
の
下
に
到
り
て
、
二
字
を
探
る
。
雲
進
ノ
ニ
字
ヲ
奏

す
。
次
に
源
朝
臣
進
み
て
韻
を
探
る
。
内
蔵
酒
肴
を
公
卿
己
下
に

給
ふ
。
即
ち
盃
を
溝
水
に
流
す
。
文
人
等
こ
れ
を
飲
む
。
暁

（晩

力
）
楽
所
の
人
を
召
す
。
絃
歌
を
奏
せ
し
む
。
事
了
り
て
公
卿
に

禄
を
給
ふ
。
左
少
将
成
済
時
見
参
を
唱
す
。
後
日
。
侍
臣

。
文

人

・
楽
人
に
禄
を
給
ふ
と
云
々
。
「
西
宮
記
』
恒
例
第
二
。
二
月

・
曲
水
）

康
保
二
年
二
月
二
日
。
曲
水
宴
有
り
。
御
祓
詑
り
て
、
御
衛
子
を

東
又
庇
に
立

つ
。
亦
公
卿
に
座
を
給
ふ
。
臨
時
祭
の
儀
の
如
し
。
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文
人
の
座
を
御
溝
の
辺
に
設
く

〈殿
上
人
溝
の
西
に
在
り
、
自
余

東
に
在
り
〉
。
式
部
大
輔
直
幹
及
び
殿
上
の
文
人

・
蔵
人
所
の
文

章
生

。
御
書
所
学
生
己
上
、
仙
華
門
自
り
入
り
着
座
。
探
韻
了
り

て
、
酒
肴
を
公
卿
以
下
に
賜
ふ
。
即
ち
盃
を
溝
水
に
流
し
、
文
人

等
を
し
て
飲
ま
し
む
。
晩
頭
、
楽
所
を
召
し
て
絃
耳
を
奏
せ
し
む
。

講
瑞
了
り
て
、
又
管
絃
を
奏
す
。
即
ち
公
卿
に
禄
を
給
ふ
。
左
少

将
成
済
時
見
参
を
唱
す
。
後
日
。
侍
臣

。
文
人

・
楽
所
人
に
禄
を

給
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
「
北
山
抄
』
巻
三
・
拾
遺
雑
抄
上

。
花
宴
事
）

御
燈
を
停
む
。
曲
水
宴
。
詩
題
に
云
は
く
、
春
水
桃
花
の
浪
。
天

皇
射
場
に
御
す
。
親
王
公
卿
及
び
侍
臣
虎
責
武
者
を
召
し
て
試
射

せ
し
む
。
二
人
を
以
て
滝
口
に
寄
す
。

「
日
本
紀
略
』
康
保
三
年
二
月
二
日
）

こ
の
年
の
曲
水
宴
に
は
、
比
較
的
詳
細
な
資
料
が
残
る
。
『
西
宮
記
』

『
北
山
抄
』
と
を
組
み
合
わ
せ
て
次
第
を
見
て
い
く
。
『
北
山
抄
』
で
は
、

天
皇
の
侍
子
を
東
孫
廂
に
立
て
る
前
に

「
御
祓
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「由
の
祓
」
で
あ
ろ
う
。
御
燈
に
お
い
て

「燈
火
を
奉
る
可
否
を
宮
主

が
卜
し
て

「
不
吉
」
と
出
た
場
合
に
燈
火
奉
献
は
中
止
さ
れ
」
る
が
、

そ
の
時
に
行
わ
れ
る
の
が

「由
の
祓
」
で
あ
る
。
そ
の
祓
が
終
わ

っ
て
、

天
皇
の
侍
子
が
清
涼
殿
東
孫
廂
に
設
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
源
兼
明

（上
卿
）、
朝
成
以
下
の
公
卿
に
東
貴
子
の
座
を
給
う
。
文
人
と
し
て
は
、

式
部
大
輔
橘
直
幹
、
御
書
所
及
び
殿
上
の
文
人
、
蔵
人
所
の
文
章
生
が

召
さ
れ
、
清
涼
殿
東
庭
南
の
仙
華
門
か
ら
参
入
し
、
座
に
着
く
。
文
人

の
中
で
殿
上
人
は
御
溝
水
の
西
に
、
そ
れ
以
外
は
東
に
座
す
。
こ
の
御

溝
水
が
曲
水
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
紙
筆
が
下
さ
れ
、
上

卿
の
兼
明
が
直
幹
を
召
し
、
題
を
献
上
さ
せ
る
。
探
韻
が
あ
り
、
終

わ

っ
て
、
公
卿
以
下
に
酒
肴
を
給
う
。
盃
を
御
溝
水
に
流
し
、
文
人
等

が
こ
れ
を
飲
む
。
文
人
の
み
が
流
盃
を
飲
む
の
は
、
公
卿
は
賓
子
に
座

し
、
そ
こ
で
酒
肴
を
賜

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
暁

（あ
る
い
は
晩
）

に
楽
所
を
召
し
て
絃
歌
。
そ
し
て
披
講
が
な
さ
れ
る
。
終
わ

っ
て
管
絃

を
奏
し
、
公
卿
に
賜
禄
。
文
人

・
楽
人
等
に
は
後
日
賜
禄
と
な
る
。

『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
後
、
射
場
に
お
い
て
試
射
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
『
西
宮
記
』
『
北
山
抄
』
で
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
別
途

の
行
事
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
こ
の
時
の
橘
侍
平
の
作
が

『和
漢
兼
作
集
』
（春
下

・
３４３
）
に
摘

句
さ
れ
て
い
る
。

村
上
朝
に
見
え
る
曲
水
宴
は
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
宇
多
朝
と
同

様
御
燈
廃
務
と
関
わ

っ
て
開
か
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
〈密
宴
〉
と
し

て
行
わ
れ
て
い
よ
う
。

村
上
朝
以
後
は
、　
一
条
朝
ま
で
見
え
な
い
。

○
寛
弘
元
年
二
月
二
日

広
業
朝
臣
来
り
て
云
は
く
、
仰
せ
て
云
は
く
、
只
今
参
る
べ
し
て

へ
り
。
作
文
の
事
有
り
、
と
。
即
ち
左
衛
門
督

（公
任
）
と
同
車

し
て
参
入
。
早
朝
東
河
に
出
で
て
祓
。

Ｓ
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
二
月
二
日
）

晩
景
内
賢
来
り
て
告
ぐ
ら
く
、
即
ち
参
入
せ
よ
。
作
文
有
り
。
是
よ
り

先
、
予
ね
て
曲
水
宴
を
議
す
。
而
る
に
尚
侍
冊
九
日
内
に
依
り
て
止
め



ら
る
。
今
日
序
者
匡
衡
朝
臣
。
御
書
所
同
じ
く
応
製
。
題
、
花
貌
年
々

同
じ
。
春
を
以
て
韻
と
為
す
。
　
　
　
　
合
権
記
』
長
保
六
年
二
月
二
日
）

御
燈
。
今
日
、
御
書
所
に
於
て
詩
会
有
り
。
題
に
云
は
く
、
花
貌

年
々
同
じ
。
序
者
匡
衡
。
　

　

（『
日
本
紀
略
』
寛
弘
二
年
二
月
二
日
）

『
日
本
紀
略
』
の
寛
弘
二
年
の
記
事
は
、
詩
題
等
が

『権
記
』
と

一

致
す
る
こ
と
か
ら
も
、
寛
弘
元
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
意
す

べ
き
は

『権
記
』
の
記
事
で
あ
る
。
か
ね
て
曲
水
宴
を
議
し
た
が
、
尚

侍

（藤
原
綾
子
）
の
四
十
九
日
の
た
め
に
停
止
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

当
日
晩
に
内
竪
か
ら
告
げ
ら
れ
、
参
内

（
こ
の
時
新
造
内
裏
）、
作
文
が

行
わ
れ
た
と
い
う
。
恐
ら
く
、
曲
水
宴
の
中
心
で
あ
る
流
盃
を
止
め
、

詩
会
の
み
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
の
作
品
は
、
『
江
吏
部
集
』
に
大
江
匡
衡
の
詩
序
と
詩
が
、

『
行
成
詩
稿
』
に
行
成
の
詩
が

一
聯
残
る
。

七
言
二
月
二
日
同
賦
花
貌
年
年
同
応
製
詩

一
首

〈以
春
為
韻
井

序
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
江
匡
衡

夫
れ
二
月
二
日
の
佳
会
其
の
来
れ
る
や
尚
し
臭
。
周
洛
邑
を

城
と
し
亀
墨
を
問
て
権
輿
し
、
晉
華
林
に
集
り
鳳
星
を
染
め

て
遊
履
す
る
者
也
。
我
君
万
機
の
余
閑
、　
一
日
の
栄
宴
を
賜

ふ
。
醐
筵
を
花
前
に
敷
き
、
薫
風
を
歌
ひ
て
調
露
を
奏
し
、

羽
暢
を
水
上
に
乏
べ
、
恵
沢
を
酌
み
恩
波
に
酔
ふ
。
…
…
時

に
卿
士
詩
を
献
じ
、
暢
詠
止
ま
ず
。
匡
衡
初
め
毛
詩
を
以
て

侍
読
し
、
自
ら
御
製
の
日
新
を
喜
ぶ
。
近
く
は
尚
書
を
以
て

徴
に
応
じ
、
亦
曲
洛
の
風
俗
に
感
ず
。
意
づ
ら
く
は
部
懐
を

抽
き
、
謬
り
て
都
序
を
献
ず
る
こ
と
を
と
爾
云
ふ
。
謹
み
て

序
す

年
年
花
下
接
親
賓
　
年
年
花
の
下
親
賓
に
接
す

花
貌
相
同
日
日
新
　
花
貌
相
ひ
同
じ
く
日
日
に
新
し

梅
口
准
前
開
宿
雪
　
梅
口
前
に
准
じ
て
宿
雪
を
開
き

柳
眉
働
旧
継
門
塵
　
柳
眉
旧
に
昴
り
て
門
塵
を
継
ぐ

装
霞
気
色
誰
知
老
　

限̈
を
装
ふ
気
色
誰
か
老
を
知
ら
ん

養
露
光
輝
不
忘
春
　
露
を
養
ふ
光
輝
春
を
忘
れ
ず

洞
裏
仙
遊
歓
楽
久
　
洞
裏
の
仙
遊
歓
楽
久
し

花
筵
自
作
酔
恩
人
　
花
筵
自
ら
作
る
恩
に
酔
ふ
人

翁
江
吏
部
集
』
巻
下

。
木
）

花
貌
年
々
同

桃
浦
容
輝
寧
改
旧
　
桃
浦
の
容
輝
寧
ぞ
旧
を
改
め
む

杏
園
気
色
証
為
新
　
杏
園
の
気
色
証
ぞ
新
と
為
さ
ん
翁
行
成
詩
稿
し

問
題
と
な
る
の
は
、
匡
衡
の
詩
序
に

「
羽
腸
を
水
上
に
乏
べ
、
恵
沢

を
酌
み
恩
波
に
酔
ふ
」
と
あ

っ
て
、
流
盃
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に

『
権
記
』
に
よ
れ
ば
、
流
盃
は
停
止

さ
れ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
流
盃
が
記
さ
れ
た
理
由
は

い
く

つ
か
考
え
ら
れ
る
。
詩
序
は
兼
ね
て
作
成
し
た
も
の
を
使

っ
た
、

あ
る
い
は
、
実
際
に
は
流
盃
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
が
、
二
月
二
日
と
い

う
こ
と
で
表
現
上
使

っ
た
、
あ
る
い
は
、
曲
水
宴
は
停
止
だ
が
流
盃
の

み
は
行
わ
れ
他
の
規
模
を
縮
小
し
た
、
な
ど
が
推
測
さ
れ
よ
う
か
。
但
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し
、
最
後
の
推
測
は
可
能
性
が
低
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
詩
の
方
に
は

一
切
曲
水
ら
し
き
措
辞
は
見
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
例
を
見
る
と
、
先
に
見
た
曲
水
宴
に
も
、
流
盃
が
な
い

詩
会
だ
け
の
も
の
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
儀
式
次
第
と
併
せ
て
後
述
す
る
。

○
寛
弘
二
年
二
月
二
日

金
危

〈物
忌
ヽ
御
燈
〉
。
内
に
作
文
の
事
有
り
と
云
々
。

「
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
二
年
三
月
二
日
）

三
日
で
あ
る
が
、
曲
水
と
記
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
前
年
と
同
じ
く

流
盃
の
行
わ
れ
な
い
詩
会
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
条
朝
の
曲
水
宴
に
つ
い
て
は
、
他
に

『本
朝
麗
藻
』
に
次
の
よ
う

が
例
も
あ
る
。

二
月
三
日
侍
宴
同
賦
間
柳
発
紅
桃
応
製

〈
以
春
為
韻
〉藤
原
伊
周

三
日
花
朝
和
暖
辰
　
一一一日
花
の
朝
和
暖
の
辰

紅
桃
間
柳
発
粧
新
　
紅
桃
柳
に
間
り
粧
を
発
す
る
こ
と
新
た
な
り

姻
濃
綾
透
綾
山
月
　
姻
濃
か
に
し
て
綾
に
透
き
た
り
綾
山
の
月

黛
動
半
蔵
曲
水
春
　
黛
動
き
て
半
ば
蔵
れ
た
り
曲
水
の
春

碧
玉
簾
中
裁
錦
妓
　
碧
玉
の
簾
中
錦
を
裁

つ
妓

青
羅
帳
後
挙
燈
人
　
三日
羅
の
帳
後
燈
を
挙
ぐ
る
人

震
遊
如
旧
群
臣
酔
　
震
遊
旧
の
如
く
群
臣
酔
ふ

酔
意
詠
歌
魏
代
塵
　
酔
意
詠
歌
す
魏
代
の
塵翁本
朝
麗
藻
』
巻
上

。
１
）

伊
周
の
活
躍
時
期
か
ら
推
し
て
、　
一
条
朝
の
曲
水
宴
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
詩
題
に

「侍
宴
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
前
述

し
た
通
り
、
「侍
宴
」
の
語
は

〈公
宴
〉
に
し
か
記
さ
れ
ず
、
こ
の
曲

水
宴
の
よ
う
な

〈密
宴
〉
で
は
使
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、　
一
条
朝
で

は

〈公
宴
〉
〈密
宴
〉
に
限
ら
ず

「侍
宴
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

宮
廷
詩
宴
の
性
質
が
変
容
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
条
朝
以
後
、
宮
廷
詩
宴
と
し
て
の
曲
水
宴
に
つ
い
て
は
以
下
の
二

例
が
見
え
る
。

○
寛
仁
二
年
二
月
二
日

密
宴
。
題
に
云
は
く
、
桃
岸
上
の
霞
と
為
る
。

Ｓ
日
本
紀
略
』
寛
仁
二
年
二
月
三
日
）

○
長
元
四
年
二
月
二
日

御
燈
。
禁
間
密
宴
有
り
。
桃
源
皆
寿
考
。
東
宮
詩
会
。
題
に
云
は

く
、
桃
花
酔
歌
を
助
く
。
　
　

（『
日
本
紀
略
』
長
元
四
年
二
月
二
日
）

中
納
言
来
り
て
云
は
く
、
去
る
夕
内
に
御
作
文
あ
り
。
上
達
部
祗

候
す
。
已
に
今
日
に
及
ぶ
と
云
々
。　
一
昨
日
頭
の
弁
云
は
く
、
作

文
有
る
べ
き
由
、
仰
せ
て
関
白
に
遣
は
さ
る
。
奏
せ
し
め
て
云
は

く
、
明
後
□

（日
力
）
御
読
経
な
り
。
余
興
尽
き
ず
翌
日
に
及
ば

ば
如
何
。
若
し
猶
ほ
行
は
る
べ
く
ん
ば
、
日
中
宜
し
か
る
べ
き
欺
。

抑
も
叡
慮
在
る
べ
し
、
て
へ
り
。
甘
心
の
気
無
し
、
て
へ
り
。
関

白
奏
せ
ら
る
、
□
尤
も
然
る
べ
し
央
。
今
小
右
記
』
長
元
四
年
三
月
四
日
）

長
元
四
年
の
例
で
は
、
『小
右
記
』
に
、
関
白
頼
通
が
天
皇
の
作
文



開
催
の
意
志
を
聞
い
て
、
御
読
経
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
憂
慮
し
て
い

る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
作
文
」
と
し
か
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
流
盃
を
伴
う
曲
水
宴
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
低
い
。

四
、
曲
水
宴
次
第
略
注

平
安
朝

の
曲
水
宴
は

〈密
宴
〉
で
あ
る
が
、
『
西
宮
記
』
（恒
例
第

二
・
三
月

・
曲
水
）
に
儀
式
次
第
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
次
第
に

略
注
を
施
す
。
概
要
と
本
文
を
掲
げ
、

＊
以
下
に
注
記
す
る

１
　
天
皇
出
御
。

出
御
。

＊
場
に
つ
い
て
は

『
西
宮
記
』
に
記
載
は
な
い
が
、
二
節
、
三
節

で
概
観
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
明
記
さ
れ
る
場
合
は
、
天
皇
の

常
の
御
在
所
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
場
を
明
記
し
て
い
な
い
時
も
、

常
の
御
在
所
、
多
く
は
清
涼
殿
で
開
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２
　
王
卿
召
し
に
よ
り
参
上
。

王
卿
参
上
。

＊
王
卿
の
座
に
つ
い
て
、
『
西
宮
記
』
に
は
規
定
が
な
い
が
、
公

卿
等
は
、
康
保
二
年
に
は

「
左
兵
衛
督
源
朝
臣

（兼
明
）
・
朝

成
朝
臣
等
を
召
し
て
、
東
の
貴
子
に
候
せ
し
む
」
「
西
宮
記
し
、

「亦
公
卿
に
座
を
給
ふ
。
臨
時
の
祭
の
儀
の
如
し
」
「
北
山
抄
し

と
あ
る
。
な
お

「
臨
時
祭
の
儀
の
如
し
」
と
は

『天
徳
闘
詩
』

に

「清
涼
殿
孫
廂
に
御
椅
子
を
立

つ
。
…
…
王
公
卿
士
賓
子
敷
、

臨
時
祭
の
如
き
也
」
と
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
文
人
は
、
康

保
三
年
に

「御
書
所
人
等
及
び
殿
上
文
人

・
蔵
人
所
の
文
章
生

等
を
召
す
。
仙
花
門
自
り
入
り
て
御
溝
辺
の
座
に
就
く

〈殿
上

人
の
座
溝
の
西
、
自
余
溝
の
東
と

（『西
宮
記
し
、
「文
人
座
を

御
溝
辺
に
設
く

〈殿
上
人
溝
の
西
に
在
り
、
自
余
東
に
在
り
〉
、

式
部
大
輔
直
幹
及
び
殿
上
の
文
人

・
蔵
人
所
の
文
章
生

・
御
書

所
学
生
已
上
、
仙
華
門
自
り
入
り
て
着
座
」
「
北
山
抄
Ｌ

と
見

え
る
。
な
お
仙
華
門
か
ら
文
人
が
参
入
す
る
の
は
清
涼
殿
の
詩

宴
で
は
通
例
で
あ
る
。
文
人
の
座
は
清
涼
殿
の
御
溝
辺
に
設
え

ら
れ
て
い
る
。
清
涼
殿
の
御
溝
を
曲
水
に
見
立
て
て
い
る
の
で

あ
る
。
文
人
の
中
で
も
殿
上
の
文
人
が
西
で
、
地
下
の
文
人
が

東
で
あ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
西
側
が
天
皇
の
位
置

（清
涼
殿
東

孫
廂
）
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。

３
　
紙

・
筆
を
置
く
。

次
、
紙
筆
を
置
く

〈
文
台
〉
。

＊
文
台
に
紙
筆
を
置
く
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ま
ま
で
は

文
台
に
置
く
こ
と
に
な
る
が
、
疑
間
で
あ
る
。
あ
る
い
は
献
題

用
の
紙
筆
で
あ
ろ
う
か
。

４
　
献
題
。

①
詔
が
あ

っ
て
献
題
。

勅
有
り
て
題
を
献
ぜ
し
む
。

②
上
卿
が
博
士
を
召
し
て
献
題
を
命
ず
。

上
卿
当
座
の

一
博
士
を
瑚
下
に
召
し
て
仰
す
。
公
卿
の
博
士
有
ら



ば
、
本
座
に
在
り
乍
ら
、
上
卿
こ
れ
に
仰
す
。

＊
湖
下
に
召
す
の
は
、
上
卿
は
殿
上
に
い
る
が
、
博
士
が
文
人
中

に
お
り
、
文
人
の
座
が
庭
中
に
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
公
卿
に

博
士
が
い
れ
ば
、
元
の
座
に
い
な
が
ら
、
上
卿
が
命
じ
る
と
い

う
。
「本
座
」
と
は
上
卿
の
座
で
あ
ろ
う
。
公
卿
で
な
け
れ
ば

地
下
に
博
士
は
い
る
の
で
、
庭
を
向
い
て
命
ず
る
が
、
公
卿
で

あ
れ
ば
同
じ
く
殿
上
に
い
る
の
で
、
上
卿
は
そ
の
場
を
動
か
ず

に
命
ず
る
の
で
あ
ろ
う
。

③
博
士
、
題
を
書
い
て
上
卿
に
献
上
。

即
ち
題
を
書
き
て
こ
れ
を
進
る
。

＊
博
士
が
題
を
上
卿
に
献
上
す
る
。
３
の
紙
筆
を
用
い
る
か
。

④
上
卿
、
笏
を
挿
ん
で
題
の
入

っ
た
笛
を
捧
げ
る
。

上
卿
笏
を
挿
み
て
富
を
捧
ぐ
。

⑤
御
覧
を
経
て
、
題
を
返
す
。

進
て
御
覧
を
経
て
返
し
給
ふ
。

⑥
別
に

一
通
を
書
い
て
奉
る
。

別
に

一
通
を
書
き
て
奏
進
す

〈
上
卿
空
富
を
以
て
座
に
復
す
。
若

し
韻
を
付
す
こ
と
あ
ら
ば
こ
れ
を
付
す
。
後
に
重
ね
て
奏
覧
す
〉
。

更
に

一
通
を
書
き
て
文
人
の
座
に
給
ふ

〈
題
を
給
ふ
次
、
序
の
事

を
仰
す
〉
。

＊
別
に

一
通
を
書
く
の
は
、
清
書
で
あ
ろ
う
。
割
注
に
は
、
上
卿

が
空
の
宮
を
持

っ
て
座
に
戻
る
こ
と
、
さ
ら
に

一
通
を
書
い
て

文
人
の
座
に
給
う
こ
と
、
題
を
給
う
時
と
き
に
序
者
を
命
ず
る

こ
と
が
記
さ
れ
る
。
内
宴
、
重
陽
宴
で
は
、
王
卿
以
下
に
も
題

が
下
さ
れ
て
い
る
が

（『北
山
抄
』
等
を
参
照
）、
こ
の
曲
水
の
次

第
で
は
そ
れ
が
な
い
。
あ
る
い
は
、
公
卿
は
詩
を
詠
ま
な
い
こ

と
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
文
人
の
座
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
文
人
は
庭
に
お
り
、
公
卿
は
殿
上
に
い
る
。

ま
た
文
台
は
庭
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
重
陽
宴
で
は
、
殿

上

の
侍
臣

の
文
台
は
殿
上

に
、
文
人

の
は
庭

に
あ
り

（『儀

式
し
、
内
宴

で
は
共
通
だ
が
、
紫
農
殿

の
北
賓
子

に
あ
る

Ｓ
北
山
抄
し
。
こ
れ
ら
は
、
公
卿
で
も
献
詩
を
行
う
こ
と
が
前

提
と
さ
れ
て
い
る
故
に
、
殿
上
に
も
文
台
が
置
か
れ
る
の
で
あ

ろ
う
。
花
宴
で
は
庭
に
し
か
文
台
は
な
い
が
、
公
卿
の
中
で
献

詩
を
行
う
も
の
は
、
庭
の
文
人
の
座
に
列
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
る

（『新
儀
式
し
。
曲
水
も
こ
の
例
に
近
い
。
原
則
と
し
て
献

詩
す
る
文
人
は
庭
に
お
り
、
公
卿
は
献
詩
を
行
わ
な
い
の
で
あ

ス
イ
つ
。

三
献
。

肴
物
を
給
ふ
。
三
献
。

＊
曲
水
宴
に
お
け
る
酒
に
つ
い
て
は
、
羽
腸
を
流
す
こ
と
が
著
名

で
あ
る
。
例
え
ば
、
応
和
元
年
に
は
、
「釣
殿
に
御
す
。
腸
を

乏
べ
水
に
流
す
。
侍
臣
を
し
て
飲
ま
し
む
。
公
卿

。
侍
臣
詩
を

献
ず
と
云
々
」
「
北
山
抄
し

と
あ
り
、
侍
臣
が
流
盃
を
飲
む
。

康
保
三
年
に
は

「
公
卿
己
下
即
ち
盃
を
溝
水
に
流
す
。
文
人
等

こ
れ
を
飲
む
」
「
西
宮
記
Ｌ

と
も
見
え
る
。
『
西
宮
記
』
儀
式



文
に
は
、
こ
の
流
盃
の
こ
と
が
見
え
な
い
。
こ
の
点
は
留
意
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
後
述
す
る
。

６
　
音
楽
音
声
を
発
す

〈
勅
有
り
〉
。

７
　
披
講

①
献
序
の
後
、
上
卿
の
命
令
で
少
将
が
文
台
を
取
る
。

献
序
の
後
、
文
台
を
取
る

〈
上
卿
仰
に
依
り
て
少
将
を
召
し
て
取

ら
し
む
〉
。

②
少
将
二
人
が
燭
を
取
る
。

少
将
二
人
燭
を
乗
る
。

＊
講
師
が
詠
む
懐
紙
を
照
ら
す
の
で
あ
ろ
う
。

③
諸
卿
、
御
前
の
辺
に
近
づ
く
。

諸
卿
御
座
辺
に
候
す
。

④
講
師
を
召
す
。

勅
有
り
て
講
師
を
召
す
。

⑤
上
卿
は
、
宮
の
蓋
を
伏
せ
て
御
前
に
置
き
、
序
を
開
く
。

上
卿
宮
の
蓋
を
伏
せ
て
御
前
に
置
く
。
先
づ
序
を
披
く

〈
御
前
に

向
く
〉
。

⑥
下
位
の
者
の
作
か
ら
文
を
開
き
、
詩
を
読
む
。

次
々
下
臓
自
り
始
め
、
文
を
展
き
こ
れ
を
読
む
。

⑦
御
製
が
あ
る
場
合
。

上
卿
気
色
を
候
ひ
、
御
製
を
給
は
る

〈
臣
下
の
文
を
撤
し
、
こ
れ

を
置
く
〉
。
講
師
或
は
相
替
り
て
御
製
を
読
む

〈
働
座
を
立
た
ん

と
す
。
仰
有
る
時
、
座
に
復
す
〉
。
御
製
を
読
み
了
り
て
、
上
卿

御
製
を
取
る
。

＊
上
卿
は
天
皇
の
様
子
を
窺

っ
て
、
御
製
を
賜
る
。
そ
の
際
、
臣

下
の
作
は
撤
収
し
て
御
製
を
置
く
。
講
師
は
交
替
す
る
場
合
も

あ
る
。
御
製
を
読
み
終
わ
る
と
上
卿
は
御
製
を
取
る
。

③
諸
卿
、
座
に
復
す
。

諸
卿
本
座
に
復
す
。

８
　
賜
禄
或
は
禄
有
り
。

五
、
諸
問
題

注
解
の
中
で
も
触
れ
た
が
、
曲
水
宴
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
べ
き

問
題
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
二
点
を
取
り
上
げ
る
。

先
ず
第

一
に
、
曲
水
宴
の
特
徴
で
あ
る
、
曲
水
に
羽
場
を
流
し
飲
酒

す
る
と
い
う
行
為
は
常
に
な
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
曲
水
宴
と
い
う
名
称
に
し
て
も
、
曲
水
に
羽
場
を
流
し

た
こ
と
に
関
わ
る
。
そ
れ
だ
け
に
曲
水
宴
と
い
わ
れ
る
以
上
は
羽
腸
を

流
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
が
、
そ
う
と
は
い
え
な
い
例
も
あ
る
。

例
え
ば
、
前
述
し
た
寛
弘
元
年
の
例
で
は
、
詩
序
で
曲
水
の
故
事
を

詠
ん
で
お
り
、
詩
序
だ
け
を
見
る
と
曲
水
宴
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
見
え

る
が
、
『権
記
』
に
よ
れ
ば
曲
水
は
停
止
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
例

が
あ
る
と
、
そ
れ
以
外
で
も
曲
水
宴
と
し
て
で
は
な
く
、
二
月
二
日
と

い
う
理
由
で

「曲
水
宴
」
と
呼
ば
れ
た
だ
け
の
詩
会
も
あ

っ
た
の
で
は
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な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
村
上
朝
天
徳
三
年
、
応
和
二
年
、
寛

弘
二
年
な
ど
の
記
録
に
は
曲
水
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
ず
、

単
な
る
詩
会
で
あ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
点
に
注
意
す
る
の
も
、

前
節
で
見
た

『
西
宮
記
』
の
次
第
に
流
盃
が
記
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

８
『
西
宮
記
』
に
流
盃
が
書
か
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
菅
原
嘉

孝
は

「
『
西
宮
記
』
成
立
ま
で
に
、
飲
酒
の
式
法
が
確
立
し
て
い
な

か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
推
測
し
、
ま
た
、
フ
」
の
よ
う
な
演

出
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
無
理
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

詩
を
作
り
な
が
ら
急
い
で
盃
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
、
煩
わ
し
か

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
高
明
は
あ
え
て
そ
こ
に
文
学
的
表
記
を
さ

け
、
そ
の
場
面
を
明
記
し
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
」

と
述
べ
る
。
「文
学
的
表
記
」
と
い
う
意
図
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

記
録
に
見
え
る
羽
傷
の
確
例
は
、
平
安
前
期
で
い
え
ば
、
応
和
元
年
、

康
保
三
年
、
寛
弘
四
年
に
し
か
確
認
で
き
な
い
。
菅
原
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
式
法
が
確
立
し
て
い
な
か

っ
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、

曲
水
宴
は
羽
腸
を
流
す
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
当
初
か
ら
流

盃
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
あ
る
程
度

の
式
法
も
定
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
村
上
朝
の
曲
水

宴
に
お
い
て
は
、
流
盃
が
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
場
合

も
あ
る
。
『
西
宮
記
』
に
流
盃
の
次
第
が
記
さ
れ
な
い
の
は
、
当
時
の

曲
水
宴
が
、
流
盃
を
伴
わ
な
い
詩
会
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
流
盃
が
明
記
さ
れ
る
の
は
、
村

上
朝
前
半
で
は

一
度
し
か
確
認
で
き
な
い
。
流
盃
が
記
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
村
上
朝
の
曲
水
宴
は
、
曲
水
と
明
記
さ
れ
な
が
ら
、
当

初
通
常
の
御
前
詩
会
と
し
て
開
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思

う
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
羽
腸
が
来
る
前
に
詩
を
詠
む
と
い
う
説
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
る
。

曲
水
宴
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

上
流
か
ら
盃
を
流
し
、
そ
の
盃
が
自
分
の
前
を
流
れ
す
ぎ
な
い
う

ち
に
詩
歌
を
詠
じ
る
と
い
う
も
の
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
疑
間
が
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例

が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

曲
水
会
有
り
。
…
…
辰
時
許
大
雨
下
る
。
水
辺
座
を
撤
す
。
其
の

後
風
雨
烈
し
く
、
廊
下
の
座
に
雨
入
る
。
…
…
新
中
納
言

（忠

輔
Ｙ

式
部
大
輔

（輔
正
）
両
人
題
詩
を
出
だ
す
。
式
部
大
輔
、
流

に
因
り
て
酒
を
汎
ぶ
を
出
だ
す
。
こ
れ
を
用
ふ
。
申
時
許
天
気
晴

る
。
水
辺
座
を
立

つ
。
上

（土
力
）
居
を
下
り
、
羽
腸
頻
り
に
流

す
。
唐
家
の
儀
を
移
す
。
衆
感
懐
。
夜
に
入
り
て
上
に
昇
る
。
右

衛
門
督

（斉
信
）
・
左
衛
門
督

（公
任
）
・
源
中
納
言

（俊
賢
）
。
新

中
納
言

・
勘
解
由
長
官

（有
国
Ｙ

左
大
弁

分
何
成
）
。
式
部
大

輔

・
源
三
位

（則
忠
）、
殿
上
地
下
文
人
廿
二
人
。

四
日
辛
巳
。
文
成
る
。
流
辺
に
就
き
て
清
書
。
…
…
詩
を
講
ず
。

‥
…
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
二
月
三
日
）

道
長
邸
で
行
わ
れ
た
曲
水
宴
で
あ
る
が
、
水
辺
に
座
を
設
え
、
羽
腸

を
流
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

「唐
家
の
儀
を
移
す
」
と
説
明
す
る

-17-



が
、
翌
日
に
至

っ
て

「文
成
る
」
と
詩
が
完
成
し
、
そ
の
後
恐
ら
く
献

詩
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
経
過
か
ら
は
、
羽
腸
が
来
る
ま
で
に

詩
を
完
成
さ
せ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
「申
時
」
か
ら
羽
腸
を
流
し
、

完
成
が
翌
日
と
い
う
の
で
は
、
あ
ま
り
に
も
間
隔
が
空
き
す
ぎ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
詩
が
完
成
し
た
後
、
「流
辺
に
就
き
て
清
書
」

と
い
う
の
だ
か
ら
、
詩
を
詠
ん
だ
の
は
、
水
辺
で
は
な
か

っ
た
こ
と
に

な
る
。
恐
ら
く

「夜
に
入
り
て
上
に
昇
る
」
時
に
、
文
人
も
水
辺
か
ら

離
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
詩
を
賦
し
、
水
辺
に
戻

っ

て
清
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
羽
傷
が
来
る
ま
で
に
詩
を
詠
む
と
い
う

通
説
と
反
し
て
い
る
事
例
だ
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
流
盃
と
賦
詩

は
別
々
の
次
第
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
の
例
は
、
寛
治
四
年
師
通
邸
で
の
曲
水
宴
で
あ
る
。
流
盃
、
賦
詩

の
部
分
を
中
心
に
あ
げ
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

十
六
日

〈曲
水
宴
儀
〉
。
…
…
上
達
部
以
下
着
し
了
ぬ
。
又
文
人

の
座
此
の
如
し
。
定
ま
り
し
後
、
酒
盃
乏
べ
流
し
来
る
。
知
家
朝

臣
を
召
し
て
、
盃
を
取
り
こ
れ
を
奉
る
。
民
部
卿
能
遠
こ
れ
を
奉

る
。
文
人

・
随
身
等
こ
れ
を
取
り
て
飲
む
と
云
々
。
式

（或
力
）

は
豪
飲
と
云
々
。
…
…
左
府
仰
せ
て
云
は
く
、
献
題
せ
し
む
べ
き

由
を
仰
す
。
居
乍
ら
微
音
に
称
唯
す
。
了
り
て
題
を
書
き
て
進
ず
。

…
…
左
府
序
者
の
事
を
仰
す
。
…
…
了
り
て
管
絃
具
を
召
す
。
諸

大
夫
持
参
す
。
各
の
人
々
の
前
に
置
く
。
…
…
日
入
る
程
管
絃
了

ぬ
。
…
…

一
献
を
具
ふ
。
了
り
て
又
絃
管
を
召
す
。
二
献
頭
弁
盃

を
勧
む
。
三
献
参
議
公
定
。
菓
子
等
居
う
。
…
…
了
り
て
小
燈
台

を
立
て
、
硯
蓋
を
置
く
。
次
円
座
を
置
く
。
人
々
こ
れ
に
献
る
。

序
者
こ
れ
を
挙

（奉
力
）
る
。
文
人
候

（衛
字
力
）
長
押
下
に
進

み
候
す
。
講
師
進
み
て
着
座

〈序
者
装
東
、
講
師
装
東
〉
。
読
み

了
り
て
殿
下
孝
言
朝
臣
を
召
す
。
…
…

（
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
六
年
二
月
十
六
日
）

『中
右
記
』
に
も
同
日
の
記
録
が
残
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
文
人
が

座
に
就
い
た
後
、
盃
が
流
さ
れ
文
人
が
飲
む
。
そ
し
て
献
題
、
音
楽
、

三
献
が
あ
り
、
そ
の
後
に
文
台
が
置
か
れ
、
人
々
は
詩
を
献
上
す
る
の

で
あ
る
。

流
盃
の
後
に
献
題
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
通
説
で
は
、

流
盃
が
来
る
ま
で
に
詩
を
詠
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
の
時

点
で
は
、
題
が
ま
だ
献
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、
賦
詩
は
不
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
記
事
も
、
流
盃
が
来
る
ま
で
に
詩
を
詠
む
と
い
う
通

説
に
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
臣
下
邸
第
の
曲
水
宴
で
あ
る
が
、
宮
廷
詩
宴
と
ま

っ
た
く
違

う
次
第
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
宮
廷
詩
宴
で
も
、
流

盃
と
作
詩
は
別
途
の
次
第
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
前
掲

応
和
元
年
の
曲
水
宴
の
記
録
を
再
び
あ
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

応
和
元
年
二
月
二
日
。
釣
殿
に
御
す
。
腸
を
流
水
に
た
べ
、
侍
臣

を
し
て
飲
ま
し
む
。
公
卿

・
侍
臣
詩
を
献
ず
と
云
々
。

６
北
山
抄
』
巻
三
・
拾
遺
雑
抄
上

・
花
宴
事
）

侍
臣
が
流
さ
れ
た
盃
で
酒
を
飲
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
水
辺
に
侍
臣

の
座
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
。
こ
の
曲
水
宴
で
は
、
侍
臣



も
公
卿
も
詩
を
献
じ
て
い
る
の
だ
が
、
公
卿
は
水
辺
で
飲
酒
を
行

っ
て

い
な
い
。
こ
の
点
で
少
な
く
と
も
公
卿
に
つ
い
て
は
盃
が
来
る
ま
で
に

詩
を
詠
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
記
録
は
、

道
長
邸
、
師
通
邸
の
曲
水
で
、
流
盃
と
賦
詩
が
別
途
の
次
第
で
あ

っ
た

こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
僅
か
な
記
録
で
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
侍
臣
の

飲
酒
が
終
わ

っ
て
か
ら
、
公
卿

・
侍
臣
の
賦
詩
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
他
に
状
況
証
拠
的
な
理
由
を
加
え
れ
ば
、
曲
水
宴
関
係
の
詩
文
に
、

羽
傷
が
来
る
ま
で
に
詩
を
詠
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
表
現
が
、
ま

っ

た
く
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
の

な
ら
表
現
さ
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
だ
が
、
曲
水
を

「
巴
字
」
と

表
現
し
た
り
、
羽
腸
が
詠
ま
れ
た
り
は
す
る
も
の
の
、
羽
傷
が
来
る
ま

で
の
賦
詩
に
つ
い
て
は
詠
ま
れ
な
い
。
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

不
憚
流
水
急
　
流
水
の
急
な
る
を
憚
れ
ず

唯
恨
蓋
遅
来
　
唯
蓋
の
遅
く
来
る
を
恨
む
の
み

（山
田
三
方

「
三
月
二
日
曲
水
宴
」
『懐
風
藻
』
５４
）

早
く
羽
腸
に
来
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
来
る
ま
で
に
詩
を

詠
む
の
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
心
情
を
持
ち
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

通
説
に
い
う
、
羽
腸
が
来
る
ま
で
に
詩
を
詠
む
と
い
う
方
法
は
、
管

見
で
は

『
公
事
根
源
』
か
ら
見
出
せ
る
が
、
平
安
朝
の
記
録
を
見
る
限

り
、
こ
の
通
説
に
は
疑
間
が
残
る
。

六
、
盃
が
来
る
ま
で
に
詩
を
賦
す
説
と
王
義
之

「蘭
亭
集
序
」

前
節
で
疑
間
を
呈
し
た
、
盃
が
来
る
ま
で
に
詩
を
賦
す
と
い
う
曲
水

宴
の
通
説
は
、
ど
こ
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
な
根
拠
を

い
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
が
、
現
代
の
辞
典
類
に

「
一
傷

一
詠
」
と
い

う
項
目
が
あ
る
。
い
く

つ
か
の
四
字
熟
語
辞
典
に
も
見
え
る
が
、
「①

酒
を
飲
み
な
が
ら
詩
を
吟
じ
て
楽
し
む
。
腸
は
杯
②
酒
杯
の
流
れ
て
来

る
間
に
、
上
流
に
座
し
た
者
か
ら
順
次
に

一
首
の
詩
を
作

っ
て

一
杯
の

酒
を
飲
む
か
ら
い
う
。
王
義
之
、
蘭
亭
集
序

「―
―
―
、
亦
足
三
以
暢
コ

叙
幽
情
こ
」
「
新
明
解
漢
和
辞
典
　
第
二
版
』
昭
和
六
十

一
年
）
と
説
明
さ

れ
る
。
②
に
記
さ
れ
る
の
が
通
説
の
理
解
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

王
義
之
の

「蘭
亭
集
序
」
に
由
来
す
る
と
い
う
。
王
義
之

「蘭
亭
集

序
」
の
当
該
部
分
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

此
の
地
、
崇
山
峻
嶺
、
茂
林
修
竹
有
り
。
又
清
流
激
滞
の
、
左
右

に
映
帯
す
る
有
り
。
引
き
て
以
て
流
腸
の
曲
水
と
為
し
、
其
の
次

に
列
坐
す
。
糸
竹
管
絃
の
盛
無
し
と
雖
も
、　
一
腸

一
詠
、
亦
以
て

幽
情
を
暢
叙
す
る
に
足
る
。
　
　
　
（コ
墨
こ

巻
五
十

・
王
義
之
伝
）

蘭
亭
周
辺
の
光
景
を
述
べ
、
「清
流
」
を
引
い
て

「
流
腸
」
を
流
す

「曲
水
」
と
し
、
岸
辺
に
参
加
者
が
順
次
座
り
、
ヨ

傷

一
詠
」
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

「
一
腸

一
詠
」
が
通
説
の
根
拠
と
な

っ
て
い
る

よ
う
な
の
だ
が
、
い
く

つ
か
の
注
釈
書

・
訳
書
の
解
釈
を
参
照
す
る
と
、

「
一
杯
の
酒
ご
と
に

一
首
の
詩
」
ら
中
国
古
典
文
学
大
系
２３
　
漢

・
魏

・
六

朝

・
唐

・
宋
散
文
選
』
平
凡
社

・
昭
和
四
十
五
年
）、
ヨ

杯
の
酒
を
飲
ん

で
は

一
首
の
詩
を
作

っ
て
」
「
新
釈
漢
文
大
系
　
古
文
真
宝

（後
集
こ

明

治
書
院

。
昭
和
六
十
年
）
、
ヨ

杯
の
酒

一
首
の
詩
」
翁
六
朝
詩
人
伝
』



大
修
館
書
店

。
平
成
十
二
年
）、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。　
一
杯
の
酒
を
飲

む
ご
と
に

一
首
の
詩
を
詠
ず
と
い
う
内
容
で
ほ
ぼ
統

一
的
理
解
が
な
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
表
現
が
盃
が
来
る
ま
で
に
詩
を
賦
す
次

第
の
根
拠
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

「
一
腸

一

詠
」
は
通
説
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
諸
注
は
、
ヨ

腸
」
を

一
杯
の
酒
、
ヨ

詠
」
を

一
首
の
詩
と
解
し
、
殊
に
両
大
系
で

は
そ
れ
を
時
系
列
上
に
並
べ
て
解
釈
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
正
確
な

理
解
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
一
…

一
…
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
に
言
及
が
あ
る
が
、

あ
る
い
は
、
…
あ
る
い
は
、
…
の
意
で
あ
る
。

支
道
林
、
孫
興
公
に
問
ふ
、
君
、
許
嫁
に
何
如
。
孫
曰
く
、
高
情

遠
く
致
す
は
、
弟
子
蚤
已
に
服
鷹
す
。　
一
吟

一
詠
、
許
将
に
北
面

な
ら
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
世
説
新
語
』
中
巻

・
品
藻

・
５４
）

支
道
林

（支
遁
）
が
、
孫
興
公

（孫
綽
）
に
、
許
嫁

（許
詢
）
と
比
べ

て
ど
う
か
と
尋
ね
る
と
、
孫
綽
が
、
響
同
情
」
に
つ
い
て
は
敬
服
し
て

い
る
が
、
ヨ

吟

一
詠
」
に
つ
い
て
は
、
許
詢
は
私
に
頭
が
上
が
ら
ぬ

だ
ろ
う
と
答
え
た
話
で
あ
る
。
ヨ

吟

一
詠
」
は
詩
文
の
吟
詠
を
い
う

が
、
詩
文
を
吟
じ
て
詠
ず
で
あ
る
と
か
、
詩
文
を
吟
じ
る
た
び
に
詠
じ

る
の
意
で
は
な
く
、
詩
文
を
吟
じ
た
り
詠
じ
た
り
す
る
の
意
で
あ
る
。

我
が
国
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、

遊
子
吹
笙
乗
甲
夜
　
遊
子
笙
を
吹
き
て
甲
夜
に
乗
ず

一
長

一
短
悩
人
情
　
一
長

一
短
人
情
を
悩
ま
し
む

（藤
原
冬
嗣

「和
菅
祭
酒
秋
夜
途
中
聞
笙
之
什
」
『凌
雲
集
』
３‐
）

こ
れ
は
笙
の
音
を
い
う
が
、
長
く
吹
い
て
短
く
吹
く
と
か
、
長
く
吹

く
た
び
に
短
く
吹
く
の
意
で
は
な
く
、
長
く
吹
い
た
り
短
く
吹
い
た
り

す
る
の
意
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に

「
一
‥

一
…
」
は
、
…
す
る
た
び
に
…
す
る
と
は
解

釈
で
き
な
い
。

つ
ま
り

「蘭
亭
集
序
」
の

「
一
傷

〓
詠
」
も
、
酒
を
飲

ん
だ
り
詩
を
詠
じ
た
り
す
る
の
意
で
あ

っ
て
、
盃
が
来
る
ま
で
に
詩
を

詠
ず
と
い
う
意
に
は
解
釈
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
ョ

腸

一
詠
」

の
例
は

「蘭
亭
集
序
」
以
外
に
は
見
出
し
に
く
い
が
、
菅
原
文
時

「暮

春
藤
亜
相
山
庄
尚
歯
会
詩
」
翁
本
朝
文
粋
』
巻
九

・
２４６
）
に

未
だ
此
の
会
の
、
首
の
上
皆
霜
に
し
て
、
胆
中
共
に
露
は
し
、
進

み
て
は
王
道
を
樵
路
に
談
じ
、
退
き
て
は
風
情
を
雲
心
に
混
じ
、

一
腸

一
詠
、
其
の
間
に
性
を
養
ふ
に
若
か
ざ
る
な
り
。

と
あ
る
。
詩
題
に
あ
る
通
り
尚
歯
会
の
詩
序
な
の
で
、
ヨ

腸

一
詠
」

を
、
盃
が
来
る
ま
で
に
詩
を
詠
ず
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
酒
を

飲
ん
だ
り
詩
を
詠
じ
た
り
し
て

「性
を
養
ふ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

「蘭
亭
集
序
」
も
同
様
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ヨ

腸

一
詠
」
は
、

通
説
に
い
う
、
盃
が
来
る
ま
で
に
酒
を
飲
む
と
い
う
内
容
で
は
な
く
、

一
方
で
は
酒
を
飲
み
、
ま
た

一
方
で
は
詩
を
詠
じ

つ
つ
、
「幽
情
」
を

「
暢
叙
」
す
る
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
ヨ

腸

一
詠
」
の
表
現
は
、
通
説
の
よ
う
な
内
容
を
示
さ

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
前
掲

『
中
国
古
典
文
学
大

系
』
等
の
諸
注
釈
は

「
一
杯
の
酒
ご
と
に

一
首
の
詩
」
と
解
釈
し
て
い

た
が
、
た
と
え
そ
の
理
解
が
正
当
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、　
一



杯
の
酒
を
飲
ん
で

一
首
の
詩
を
詠
む
と
い
う
こ
と
で
、
盃
が
来
る
ま
で

に
詩
を
詠
む
と
い
う
内
容
は
含
ま
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
点
で
も
、

こ
の
部
分
を
通
説
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て

『
公
事
根
源
』
に
見
え
る
よ
う
な
通

説
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
。
「蘭
亭
集
序
」
の

「
一
腸

一
詠
」

の
解
釈
が
い
つ
頃
か
ら
通
説
の
よ
う
に
な

っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

に
な
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
結
論
付
け
る
ほ
ど
の
資
料

を
収
集
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
以
上
は
本
論
の
趣
旨
か
ら
あ
ま
り

に
も
離
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

平
安
朝
の
曲
水
宴
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
曲
水
宴
は
、
当
初
節
会

で
あ
り

〈公
宴
〉
で
あ

っ
た
が
、
平
城
朝
に
停
止
さ
れ
、
宇
多
朝
で
復

興
す
る
も
の
の
、
〈密
宴
〉
と
し
て
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
曲
水
宴
と
い

い
な
が
ら
、
曲
水
に
羽
腸
を
流
す
こ
と
を
せ
ず
、
単
な
る
御
前
詩
会
と

し
て
行
わ
れ
た
場
合
も
あ

っ
た
。

い
く

つ
か
通
説

へ
の
疑
間
も
提
示
し
た
が
、
資
料
的
な
問
題
も
あ
る
。

今
後
詩
文
の
検
討
な
ど
に
よ
っ
て
も
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ス
７
つ
。

注（１
）曲
水
宴
は
周
知
の
よ
う
に
中
国
渡
来
の
行
事
だ
が
、
本
稿
で
は
中
国
で
の

行
事
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
。
中
村
喬

「
二
月
上
巳
」
（
中
国
の
年
中
行

事
』
平
凡
社

・
昭
和
六
十
二
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（２
）
拙
稿

「天
皇
と
文
壇
―
平
安
前
期
の
公
的
文
学
に
関
す
る
諸
問
題
―
」

（伊
井
春
樹
先
生
御
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編

『
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題

と
方
法
』
和
泉
書
院

。
平
成
十
六
年
）
な
ど
。

（３
）
倉
林
正
次

「
二
月
二
日
節
」
「
饗
宴
の
研
究

〔文
学
編
こ

桜
楓
社

・
昭

和
四
十
四
年
、
昭
和
四
十

一
年
初
出
）。

（４
）丸
山
裕
美
子

「俣
寧
令
と
節
日
」
今
日
本
古
代
の
医
療
制
度
』
名
著
刊
行

会

・
平
成
十
年
、
平
成
四
年
初
出
）。

（５
）中
村
前
掲
著
。

（６
）桓
武
朝
の
文
壇
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「平
安
初
期
の
文
壇
―
嵯
峨

・
淳
和

朝
前
後
―
」
（未
刊
行
）
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

（７
）寛
平
期
の
曲
水
宴
に
つ
い
て
は
、
北
山
円
正

「寛
平
期
の
二
月
三
日
宴
」

（神
女
大
国
文
１６

・
平
成
十
七
年
二
月
）
が
あ
る
。
宮
廷
詩
宴
以
外
を
も
視

野
に
入
れ
、
詩
の
表
現
を
辿
り
つ
つ
、
当
該
期
の
曲
水
宴
の
性
格
を
論
じ
る
。

多
く
の
資
料
が
重
な
る
が
、
本
稿
で
は
、
詩
の
表
現
に
つ
い
て
は
北
山
論
に

譲
り
、
詩
宴
の
様
相
に
重
点
を
置
く
。

（８
）山
中
裕

「上
巳
宴

・
曲
水
宴
」
「
平
安
朝
の
年
中
行
事
』
塙
書
房

。
昭
和

四
十
七
年
）。

（９
）戸
川
点

「上
巳
祓

（曲
水
宴
と

（阿
部
猛
編

『
平
安
時
代
儀
式
年
中
行
事

事
典
』
東
京
堂
出
版

。
平
成
十
五
年
）。

（
１０
）
北
山
前
掲
論
文
で
も
、
宇
多
朝
の
曲
水
宴
が

「臨
時
に
催
す
私
的
な
宴
で

あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

（Ｈ
）山
下
克
明

「平
安
初
期
に
お
け
る

『東
宮
』
と
そ
の
所
在
地
に
つ
い
て
」
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（古
代
文
化
３３
‐
‐２

・
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
）。

（‐２
）
御
燈
に
つ
い
て
は
、
西
本
昌
弘

「八

・
九
世
紀
の
妙
見
信
仰
と
御
燈
」

（文
学
論
叢
５‐
‐
４

・
平
成
十
四
年
二
月
）
に
詳
し
い
。
以
下
の
論
述
も
こ

れ
に
従

っ
て
い
る
。

（‐３
）西
本
前
掲
論
文
。

（
‐４
）
『古
今
和
歌
集
』
春
上

。
８‐
菅
野
高
世
歌
の
詞
書
に

「東
宮
雅
院
に
て
桜

の
花
の
御
溝
水
に
散
り
て
流
れ
け
る
を
見
て
詠
め
る
」
と
雅
院
の
御
溝
水
の

存
在
が
記
さ
れ
る
。

（‐５
Ｙ
」
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「宇
多
朝
の
文
壇
」
（奈
良
大
学
紀
要
３０

．

平
成
十
四
年
二
月
）
参
照
。

（‐６
）
な
お
、
上
巳
は
、
魏
に
は
三
日
に
固
定
さ
れ
る
。
中
村
前
掲
著
等
参
照
。

（‐７
）寛
平
二
年
の
詩
で
も
典
薬
頭
で
あ
る
自
分
を
表
に
出
し
て
い
た
。
こ
れ
は

忠
臣
の
官
職
意
識
と
し
て
別
途
考
察
す
べ
き
か
。

（‐８
）
甲
田
利
雄

「『菅
家
文
草
』
巻
五
の
含
む
問
題
に
つ
い
て
―

『
日
本
紀
略
』

の
誤
謬
及
び
島
田
忠
臣
の
没
年
に
及
ぶ
―
」
（
高
橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論

集
古
記
録
の
研
究
』
続
群
書
類
従
完
成
会

。
昭
和
四
十
五
年
）。
な
お
、
倉

林
は

『紀
略
』
に
従
い
、
寛
平
三
年
と
し
、
道
真
の
詩
序

（『菅
家
文
草
』

巻
五

。
３４２
）
を
紹
介
し
、
忠
臣
も
参
加
し
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
さ
ら
に

「
こ
の
日
の
詩
興
は
旺
盛
で
あ
っ
た
と
み
え
、
こ
の
題
の
他
に
、
「上
巳
日
対

雨
翫
花
」
「就
花
枝
」
な
ど
の
題
が
出
さ
れ
、
二
人
と
も
各
々
応
製
の
詩
を

作

っ
て
い
る
」
と
い
う
が
、
こ
れ
ら
は
別
の
時
の
作
で
あ
り
、
三
日
の
も
の

で
は
な
い
。

（‐９
）
な
お

『
江
家
次
第
』
曾
一月
二
日
御
燈
事
）
に

「寛
平
七
年
御
燈
日
、
行

幸
。
曲
水
宴
」
と
も
見
え
る
。

（２０
）
拙
稿

「天
皇
と
文
壇
―
平
安
前
期
の
公
的
文
学
に
関
す
る
諸
問
題
―
」

（前
掲
）。

（２‐
）
拙
稿

「天
皇
と
文
壇
―
平
安
前
期
の
公
的
文
学
に
関
す
る
諸
問
題
―
」

（前
掲
）
、
「村
上
朝
の
文
壇
」
（奈
良
大
学
紀
要
３４

・
平
成
十
八
年
二
月
）。

（２２
）
三
橋
正

「由
の
祓
に
つ
い
て
」
翁
平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼
』
続
群

書
類
従
完
成
会

。
平
成
十
二
年
、
平
成
九
年
初
出
）。

（２３
）
『御
堂
関
白
記
全
註
釈
　
寛
弘
元
年
』
（高
科
書
店

・
平
成
六
年
）
に
も

指
摘
が
あ
る
。

（２４
）
な
お
、
御
書
所
で
も
詩
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
拙
稿

「
一
条
朝
文
壇
の
形

成
―
重
陽
宴
の
変
容
を
通
し
て
―
」
（伊
井
春
樹
編

『古
代
中
世
文
学
研
究

論
集
　
第

一
集
』
和
泉
書
院

。
平
成
八
年
十
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（２５
）
拙
稿

「天
皇
と
文
壇
―
平
安
前
期
の
公
的
文
学
に
関
す
る
諸
問
題
―
」

（前
掲
）。

（２６
）
菅
原
嘉
孝

「摂
関
期
に
お
け
る
曲
水
宴
に
つ
い
て
」
（風
俗
２９
‐
３

・
平

成
二
年
九
月
）。

（２７
）戸
川
点

「上
巳
祓

（曲
水
宴
と

（前
掲
）。

（２８
）
な
お
、
こ
の
時
の
詩
は
、
す
べ
て
が
伝
存
す
る
。
後
藤
昭
雄

「
『中
右
記

部
類
』
巻
二
十
八
紙
背
漢
詩
を
め
ぐ
っ
て
」
「
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館

。
平
成
五
年
、
昭
和
五
十
九
年
初
出
）。

（２９
）
『中
右
記
』
に
よ
れ
ば
、
題
が
下
さ
れ
た
後
、
流
盃
が
再
び
行
わ
れ
て
い

Ｚ
υ
。

其
後
被
レ
下
レ題

〈白
唐
紙
書
レ之
〉。
次
召
二管
絃
具
一
〈諸
大
夫
五
位
役

送
〉。
各
置
二所
役
人
前
“
内
大
臣

〈琵
琶
〉
、
民
部
卿

〈拍
子
〉、
三
位

中
将

〈笛
〉、
予

〈笙
〉、
有
賢

〈和
琴
〉
。
先
吹
二
双
調
「
干
レ
時
楽
人

〈着
二衣
冠
し

七
八
人
許
、
樟
二軽
舟
一付
レ岸
、
柳
合
奏

〈安
名
尊
、
桜

人
、
席
田
、
鳥
破
急
、
春
鶯
噌
、
春
庭
楽
〉
。
此
間
源
大
納
言
参
来
着
二

庭
前
座
「
次
平
調

〈青
柳
、
庭
生
、
万
歳
楽
、
五
常
楽
急
〉。
羽
腸
屡

流
、
人
々
令
レ
飲
。
船
楽
退
出
。
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こ
の
三
度
目
の
流
盃
で
腸
が
来
る
ま
で
に
詩
を
詠
ん
だ
と
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
も
な
い
が
、
こ
の
前
後
は
、
内
大
臣
以
下
が
楽
器
を
奏
し
、
楽
人
が
舟
に

乗

っ
て
合
奏
し
、
そ
し
て
流
盃
が
あ
り
、
船
楽
退
出
と
い
う
次
第
で
あ
る
か

ら
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
音
楽
に
携
わ
っ
た
人
々
へ
の
流
盃
だ
と
理
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

（３０
）
小
島
憲
之

「萬
葉
集
の
文
字
表
現
」
「
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学

中
』
塙
書
房

。
昭
和
三
十
九
年
）。

（３‐
）管
見
で
は
、
曲
水
の
賦
詩
を
通
説
の
よ
う
に
解
釈
す
る
中
国
で
の
確
例
を

見
出
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
『大
漢
和
辞
典
』
は

「曲
水
宴
」
の
項
目
で

「昔
、
二
月
二
日
に
文
人
等
が
曲
折
し
た
流
水
に
盃
を
流
し
、
詩
を
賦
し
て

遊
び
、
流
し
た
盃
が
己
の
前
を
過
ぎ
な
い
間
に
詩
を
賦
し
、
其
の
盃
を
取
つ

て
、
酒
を
飲
ん
た
風
流
の
遊
事
」
と
説
明
す
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「曲
水
」
の
項
目
で

「古
代
風
俗
。
干
農
暦
二
月
二
日
上
巳
日

（上
旬
的
巳

日
、
魏
晉
以
后
始
固
定
為
二
月
二
日
）
就
水
浜
宴
飲
、
認
為
可
祓
除
不
祥
、

后
人
因
引
環
曲
成
渠
、
流
傷
取
飲
、
相
与
為
楽
、
称
為
曲
水
」
（原
文
は
簡

体
字
）
と
あ
る
。
前
者
は
我
が
国
の
通
説
で
あ
る
が
、
後
者
＝
中
国
で
の
説

明
で
は
、
盃
が
来
る
ま
で
に
詩
を
賦
す
と
い
う
理
解
は
示
さ
れ
な
い
。

（
た
き
が
わ

。
こ
う
じ
　
奈
良
大
学
助
教
授
）
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